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地味ＯＬが強引社長に愛でられてシンデレラになりました
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プロローグ












　上原うえはらみずき25歳の秋。






　大学を卒業してからの三年間、事務員として勤めていた物販会社を、あっけなくクビになってしまった。






「君は一流大学出身だし、優秀なんだけどさ、なーんか華がないんだよな。色気がないっていうか……ま、そういうことだから。次のところでは頑張ってね」

　再就職先に向かうみずきの頭の中に、人事部長の言葉が、ぐるぐると回っている。

　さっさと忘れて前を向きたいとは思うのだが、未来を思うと不安ばかりだ。






　地味な顔。真面目だけが取り柄の、面白みのない性格。

　緊張しやすく、笑顔の必要な場面で顔がこわばる。

　就活中も面接受けが悪く、結局派遣社員にしかなれなかった。

（愛嬌のなさを仕事でカバーしてきたつもりなのに……空回ってたのかな……）






　派遣会社からの推薦で面接に向かっている「四ノ宮建設」は、建設業界最大手の老舗一部上場企業だ。






　再就職組の自分にはハードルが高いと思ったけれど、以前の会社より条件はかなりいい。

　推薦してくれた担当者に感謝だ。女性担当だったのが良かったのかもしれない。

　女性は同性に愛嬌を求めないから楽だ。それに甘えてはいけないのかもしれないけれど。

　恋人もいない地方出身の無職女が、たった一人で生きていけるほど都会の生活は甘くない。一刻も早く再就職を決めなければ、アパート代すらままならないのだ。






（採用されますように）

　電車のつり革を握りながら、みずきは神様に祈った。






　四宮建設のロビーは広々とした吹き抜けで、様々な国のビジネスマンが行き交い、いかにも一流企業といった風情だった。

　受け付けで名前を言うと、受付嬢に社長室に向かうよう指示される。

「あの……社長室ですか？」

　意外に思ってみずきはそう確認した。

「ええ。さようでございます」

　受付嬢は華のある表情でにっこりと微笑む。

（いきなり社長面接だなんて……派遣社員なのに……何故なのかしら……）

　戸惑いながらも教えられたとおり、エレベーターで最上階に向かう。

　廊下の突きあたりに社長室はあった。

　重厚な黒革のドアに圧倒される。

　このドアをくぐったら戦いが始まる。

　必要な人材かどうか、試され、ジャッジを受けるのだ。

　呪いの言葉が頭をよぎる。






『君はね、華がないんだよ』






　だめだ。足が震えてきた。






（落ち着くのよ。もう後がないんだから）






　みずきは大きく息を吸い込むと、社長室のドアをノックした。

















一話












　モノトーンの調度品で揃えられた、クールな印象のその部屋には、大きなはめ殺しの窓があり、その前のデスクに社長らしき男性が座っていた。

「上原みずきと申します。本日はよろしくお願いいたします」

　みずきは深く頭を下げた。

　返事はなく、顔を上げると、社長が奇妙な表情で固まっている姿が目に入った。

（……ん？）

　不可思議な沈黙が続く。社長はずっと自分を見ていた。

　何か顔にでも付いているのかと一瞬思ったが、違っていたらしく、やがて社長はコホンと咳払いをしてから立ち上がった。

「上原みずきさんね。待ってたよ。座って」

　社長はソファを指し示し、自分もみずきの前に座った。

　老舗企業のトップとは思えないほど若い社長に、緊張を覚える。

　おそらくまだ20代後半である。

　背がとても高い。１８５ｃｍはあるだろうか。足が長くすらりとしている。顔はとても小さくて、社長というよりモデルのようだ。

　コンタクトを入れ忘れてしまったため、表情自体はぼやけているが、それでもかなりの美形だとわかる。






　社長は派遣先から先に送っていた履歴書に視線を落とした。

「東崎高校を出て、褒章大学の理学部卒か。結構な学歴だな。大学生活はどうだった？」

　若い社長だけあって、とてもラフな口ぶりだ。

　出身校についての質問なら慣れている。

　無個性な自分にとって、学歴だけが唯一のわかりやすい特徴なのだろう。

「実りの多い大学生活でした。良い友人や師に恵まれましたから」

　みずきは当たり障りのない答えを返した。

「影響を受けた先輩はいた？」

「先輩……ですか？」

「そ。褒章なら面白い人間が結構いただろ」

　考えてみたが、とっさには誰も思い浮かばない。

「……あまり上級生とお話しする機会がありませんでしたので……」

「……なるほどね」

　気詰まりな沈黙が落ちる。

（どうしよう……なんだか空気が変だ……）

　背中にいやな汗が浮かぶ。

　はっきりとは言えないが、妙な感じだ。

　大切なことを見落としているような……早く気がつかないと、大変なことになりそうな気がする。

「趣味は映画鑑賞なんだな」

　やっと次の質問が繰り出された。

「はい。大学では映画サークルに入っていました」

　みずきはほっとしてそう答えた。

「奇遇だな。俺も映画サークルに入ってたよ。映画はいいよな。ロッキーとか、古いのが特に」

「はい。私も大好きです！」

　友好的なムードが戻ってきてほっとする。

　社長は履歴書をテーブルに置き、こう続けた。

「サークルの中にいい男、いた？」

　話題は意外な方向に流れていく。

「あの、『いい男』……ですか？」

　意図がわからず問い返すと、社長は薄く微笑んだ。

「そ。映画サークルの中に好きな奴とかいなかった？」

（そんなの仕事に関係ない……もしかしてこれ、セクハラなの？）

　言葉に詰まるみずきに、社長はさらに畳み掛ける。

「その困り顔、相変わらずだな。質問を変えよう。サークルに君のストーカーがいただろう。まだ五年しか経ってないのに、なんで忘れてんだよ。この鈍感」

　あいかわらず視界はぼやけているが、社長の眉間に深い皺が寄せられているのがわかる。

　苦笑しつつも傲慢で自信のある口ぶりに、記憶の蓋が一瞬で開いた。

（もしかして……！）

　みずきは腰を浮かせて社長の顔を間近に見た。

　涼しげな瞳。すっと伸びた高い鼻梁。形のいい薄い唇。

　やっと気がついた。この人は……。

「四ノ宮先輩……！」

「……そうだよ。お久しぶりだな。上原みずき」

　映画サークルの二学年上の先輩、四ノ宮しのみや剛ごうは、憮然としてつぶやいた。

「……でも、どうして……？」

　しどろもどろになっているみずきに、四ノ宮は呆れ顔で告げた。

「会社なら二年前に親父から受け継いだ。正真正銘、この俺が四ノ宮建設の社長だよ。本当に君は俺のことを何も知らないんだな」

（四ノ宮建設……四ノ宮さん……あっ、同じだ……）

　よくある名字でもないのに、何故気がつかなかったのだろう。

「すみません。不勉強で……」

　みずきは焦りながら頭を下げた。

「……まあ、それはいいけどさ」

　四ノ宮は長い前髪をかきあげると、上目遣いでみずきを見つめた。

「まさか俺の存在そのものを忘れていたわけじゃないだろうな」

「それは……違います……私、目が悪くて、コンタクトがないと一メートル先も見えないんです……」

　みずきは必死になって弁解した。

　でなければ忘れるわけがない。

　彼は自分が今まで出会った中で、最も華やかで印象的な人なのだから。

「ったく……まあ、面接ごっこを楽しめたから許してやるよ。君のあわあわした顔、久しぶりに見られたし。こっちは三日前にたまたま履歴書が人事から上がってきて、君だとわかって狂喜したんだぜ。ずっと会いたかったからな」

　そう言うと四ノ宮は、薄く微笑んだ。

　百人いたら百人の女性が落ちるであろう、端正な笑み。

　しかし……。

（怖い……）

　過去の出来事を思い出し、ぞくり、と背中に震えが走る。

　彼は今まで出会った中で最も魅力的で……かつ、最も苦手な人物だった。

















二話












　学生時代から彼の独特な距離感には困り果てていた。

　出会いはサークルの新歓コンパ。その時にはあまり話さなかったのに、サークルに行くようになってから、頻繁に声をかけられるようになった。

　四ノ宮は妙なところを褒める人だった。

　しどろもどろの喋り方が清純そうで気に入ったとか、すぐに赤くなるところが可愛い、だとか、みずきのコンプレックス全てがいいと言われ、会うたびに何かとかまってくる。

　コミュニケーションが苦手で、特に男性とうまく喋れないみずきにとって、四ノ宮の積極的な態度は恐怖でしかなかった。

　四ノ宮は男女ともに好かれていたため、誰一人、彼が苦手だという、みずきの悩みをわかってくれない。

『あんな素敵な人に気に入ってもらえて、羨ましい。贅沢だ』と言われてしまう始末だ。

　彼に『好きだ』と言われた時には、思わず走って逃げてしまった。

　もちろん冗談だとわかっている。しかしそれをかわすスキルなんて持ち合わせていない。

　結局、彼と顔を合わせるのが気まずくて映画サークルもやめてしまった。

　履歴書にサークル名を書かなかったのはそのためである。

　地味だが平穏なみずきの大学生活に、一瞬だけ吹き荒れた特別な風。それを巻き起こしたのが四ノ宮である。

（まさかこんなところで会うなんて……）

　みずきは呆然としてしまった。






「本当に君とはもう一度会いたいと思ってたんだ。嘘じゃない」

　彼の声に、意識が現実へと呼び戻された。

　彼の眼差しがまっすぐこちらに向けられていて、全身の血が、一気に顔へと上がっていく。

　学生時代に同じサークルだといっても、そんな人間いくらでもいる。

　こんな懐かしそうな目で見つめられるような……自分はそんなたいした人間じゃない。

　彼と向かい合っていると、申し訳ないようないたたまれない気持ちになってしまう。






「いろいろ思い出してきた……って顔だな」

　四ノ宮はニヤリと笑いながら、みずきの顔を覗き込んだ。

「何を思い出したか当ててやろうか？　そうだな。俺が君を好きだったってこととか？」

「な……！」

　図星を突かれ、顔から火を噴きそうになる。元々赤くなっていた顔が、茹でタコのようになっていくのがわかる。

「あたり、だろ？」

　人を見透かすような笑みが投げかけられる。好きだとか……殊勝なことを言っているわりに、いつも彼は余裕たっぷりで、だから何を言われても信じられない。

　好きな人を前にしたら、もっとドキドキするものじゃないだろうか。

　彼の態度は……からかっているとしか思えない。

（再就職は私にとってとても大切なことなのに……こんなところで躓いてられないわ……）

　みずきは立ち上がった。

「あの、私、失礼します」

「まだ面接は終わってないぞ」

「……これ、面接じゃないですよね……」

「相変わらず真面目だな」

　呆れたような声に胸が痛む。

『君には華がないんだよな』

　人事部長の言葉が頭をよぎり、涙が出そうになってしまう。

（……こういうところが……だめなのかしら……でも私には……つまらない反応しか返せない……）

　四ノ宮の表情がふっと和らぐ。

「何泣きそうな顔をしてるんだ。座れって」

　手首が握られ、もう一度ソファに座らされた。

「久しぶりなんだからさ、想い出話でもしようぜ」

　手首を握っていた指が、手のひらに絡まる。

　強引なスキンシップに心臓がドキンと跳ね上がる。

「竹下って覚えてる？　俺と一番つるんでた奴。天然パーマで背の高い……あいつ、ニューヨークで成功してさ、そろそろ日本に帰ってくるって」

　繋がれた手の温かさに胸がざわめき、彼の言葉が耳に届かない。

（どうしよう……どうしよう……）

　過去のあれこれが頭をよぎる。

　学生時代から彼は社交的で女性慣れしていた。

　過剰すぎるスキンシップは、対面恐怖症気味の自分には刺激が強すぎる。

　華のある女性なら、こんな時うまく立ち回れるのだろうか。

　どんな態度が正しいのか、誰かにレクチャーしてほしいと切実に思う。

「ごめんなさい！」

　みずきはバッグを掴むとドアに向かった。

「……諦め悪いな。ここまで来て逃がすかよ」

　同時に立ち上がった彼がドアの前に立ちはだかる。

　その傍らをすり抜けようとするが、今度は腕を掴まれた。

　温かい手の感触が、心臓をとくんと震わせる。

　四ノ宮はみずきを壁際に追い込み、囁きかけてきた。

「なんでそんなにオドオドしてるんだ？　君を見てると狩猟民族の血が騒ぐ。もしかしてそこまで計算してる？　だとしたらすごいな」

「知らな……い」

　手首を捩りながら、みずきは答える。彼の声音は最初に会った時とは随分変わっている。

　何かのスイッチが入ったように艶めいて、不安な気持ちが煽られる。

　怖い。もっと早く逃げれば良かった。

「ほら、その顔だよ……ぞくぞくする……これは絶対に捕獲しなきゃな」

「捕獲だなんて……私は動物じゃありません」

　みずきは震えながら四ノ宮を睨んだ。

　四ノ宮はその瞬間、真顔になる。

「だから……その目だって」

　背中に手が回り込み、そのままぐっと引き寄せられた。

　柑橘系のコロンの香りが鼻腔をくすぐり、心臓がドクン、と音を立てる。

　どう考えてもひどい扱いなのに、嫌悪感はなく、ただひたすら怖いだけだ。

　ビクビクしてばかりの自分が情けないが、性格は急には治らない。

「先輩、ごめんなさい。離して……私、こういうの、本当に苦手なんです」

　みずきは涙目で訴えた。

「知ってる。けど残念だったな。俺は君のそういうところが好きなんだよ」

　さっきまで冷静そのものだった彼の声が、『好き』という部分だけ奇妙にかすれる。

　まるで特別な思いがあるみたいに……。






（だからこの人は信用できない……）

　女性としての華がない。そんな理由で解雇通告を受ける雑草の自分を、彼はまるで高級花のように扱う。昔からそうだ。

　人の心を見透かすような鋭い目。

　その目に見つめられるだけで気が焦る。

　一刻も早くこの場から立ち去らなければ、きっとまた困った状況に陥り、自己嫌悪でのたうちまわる羽目になる。

　何故彼は自分を追い詰めるのだろう。

　学生時代も、そして今も。

「……私は面接に来ただけなのに……どうして……こんなに虐めるんですか」

　情けなく声を震わせながらみずきは尋ねた。

「可愛いからに決まってる」

「嘘です」

「……強情だな……まあ、そういうところも可愛いが」

　四ノ宮は酷薄そうな目でみずきを見据えた。

「……どっちにしろ、逃がすつもりはないからな。いやだと言うなら考えがある。君は終始無礼だった。派遣会社にそう報告することもできるんだぜ」

　みずきは驚いて四ノ宮の顔をまじまじと見た。

「……そんなこと……しませんよね？」

「君の出方次第だよ」

　一流企業の社長からのクレームは、みずきにとって大打撃だ。

　派遣会社の評価ランクもかなり下がってしまうだろう。再就職が遠ざかっていく。

「そんな顔をするなよ。まだ面接は始まったばかりだ。それなのに君は、帰ろうとしている。俺の話を聞こうともせずに」

「あ……」

「褒められた態度じゃないよな？　違うか？」

　自信たっぷりな四ノ宮の物言いに、みずきははっとした。

　言われてみれば、知り合いという関係性に甘えすぎていたかもしれない。

「すみませ……ん」

　顔を赤くしながらしょげているみずきを見て、四ノ宮はくくっと笑った。

「君って、すぐに騙せそうだな。無礼なのはお互い様だろ。ほら」

　長く繊細な指が頬を撫でる。

「あ……」

「こんなに赤くなって……可愛いな。やっぱり手放せない」

　ぎゅっと強い力で抱きしめられた。広い胸にすっぽりと抱きすくめられ、みずきは大きく息を吐く。
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　頭上から彼の声が降ってきた。

「君、抱き心地がいいな。ずっとこうしていたくなる」

　胸の奥がキュン、と音を立てる。信じれば馬鹿を見るとわかっているのに。

　早くここから抜け出さなくてはならない。

（足がすくんで動けない……わざとじっとしてるわけじゃない……）

　速度を増す胸の鼓動を感じながら、みずきは心の中で、何度も自分に言い聞かせた。

　沈黙が落ちる。彼の手がふとスーツの上から胸元に触れた。

「あ……」

　不埒な行為と勘違いし、身を捩るが、彼の表情は真剣だった。

「すごいな。心臓の音」

「や……」

「……爆発しそうだ。そんなに怖いか」

　こくりと頷けば、四ノ宮はそっと微笑んだ。

「……これ以上悪いことはできないな……」

　そう言って苦笑する彼に、全身の力が抜けていく。

「四ノ宮さん……酷いです」

　みずきは恨めしげな目で彼を睨む。

　恐怖にうっすらと涙まで浮かんできていて、それがとても情けなかった。

「わかったわかった……謝るから、そんなに泣きそうな顔をするなって。ほんの少し……からかっただけだろ。君があんまり可愛いから……もうこれ以上のことはしない。約束する。本当に悪かったな」

　そう言うと四ノ宮はやっとみずきを解放し、慰撫するように頭をポンポンと叩いた。

（良かった……）

　ほっとしたものの、鼓動はすぐには治まらない。

「じゃあ、これで失礼します」

　波打つ胸を押さえながら、みずきはぺこりと頭を下げ、今度こそ立ち去ろうとした。

「待てよ。これから打ち合わせだ」

「え？」

「採用だ。明日から来てくれ」

（嘘……）

　みずきはドアの前で思わず立ちすくんだ。

「でも……」

　あれほどの狼藉を受けておいて、またここに来るだなんて、絶対におかしいと自分でも思う。

　しかし、彼の表情はさっぱりとしていて、さっきまでの出来事が夢だったのかと思えるほどのさわやかさだった。

（信じたい……）

　そんな感情が浮かび上がる。

　自分は今、かなり切羽詰まっている。

　ここで就職が決まると、正直、助かる。

　四ノ宮はみずきの気持ちを読んだらしく、安心させるように両手を広げた。

「今日みたいなことは絶対にしない。さっきは、その、なんだ、久しぶりに会って、嬉しくて……俺は仕事とプライベートはちゃんと分けるたちだから安心しろ」

　ビジネスライクな表情で四ノ宮は続けた。

「よーく考えてみろ。この仕事を蹴って次があるか？　就職難は知ってるだろう？　三年前より今の方がよっぽど厳しくなってるぜ。俺なら君に安定した仕事を与えてやれる。どうだ。悪くないだろ？」

　たしかに四ノ宮の言うとおりである。

（私さえその気になれば、仕事が決まる……社長と一社員じゃ、顔を合わせることもたぶん少ない……）

　みずきはたった今されたことは、何かの間違いだったのだと、自分で自分に言い聞かせた。

（最初から私が逃げ腰だったから……それでムキになっちゃったのよ……）

　そうだ。

　自分なんかに、本気で手を出すなんてありえない。

　何かの気まぐれだ。もう、お互い大人なのだから。

「決まりだな。善は急げだ。今から派遣会社に連絡しておく」

　みずきの表情を見て許されたのだと悟ったらしく、四ノ宮は片頬を上げて笑うとスマートフォンを取り出した。

「お世話になっています。ご紹介いただいた上原みずきさんですが、採用が決まりました」

　どうやら電話の相手はみずきの担当者らしい。

「あ、それなんですが、事務職ではなく、秘書として雇用しますので。派遣ではなく正社員で」

「え？」

　思いがけない台詞に、みずきは両目を丸くする。

（秘書……今秘書って言った？）

　話が終わりスマートフォンを置くと、四ノ宮はいたずらっぽい笑みを浮かべてみずきに向き直る。

「……ということだから。明日からよろしく」

　しれっとした表情の彼に、みずきは呆然と立ちすくんだ。

















三話












　翌朝は早朝四時に目が覚めた。

　今日から新しい仕事が始まる。仕事内容も今までとは随分変わる。

　人間関係も……。

　頭の中に、四ノ宮の姿が浮かび上がり、心臓が大きく跳ね上がった。

（今日から私は彼の秘書……）

　彼の面影を浮かべただけで胸がざわめき、みずきは小さなため息をつく。今からこんなことで大丈夫だろうか。

　これからは毎日一緒なのに……。

　出勤スタイルは悩みに悩んだ挙げ句、タイトスカートに開襟シャツという、着慣れたファッションに落ち着いた。

　思いの外早く就職できたというのに不安しかない。

　電車に揺られながら、みずきは再びため息をついた。






「お、来たな」

　社長室に着くと、早朝とは思えないほど、すっきりとした笑顔の四ノ宮が出迎えてくれた。目尻が柔らかく下がり、明らかに嬉しそうな表情である。

　どうして自分なんかにこんな、優しい目を向けるのだろう。

　いたたまれない気持ちに苛まれながらも、みずきは深く頭を下げる。

「おはようございます。あの、よろしくお願いします」

　顔を上げると仁王立ちになっていた四ノ宮が、みずきを頭から足先まで興味深げに眺めていた。

「昨日も思ったんだけどさ、君のファッションは随分ダサいな。若々しさに欠けるというか……もっとマシな洋服はないのか？」

　飾りっけの全くない、ずけずけした言い方だ。

　紺色のスーツセットは再就職用に新しく買ったものだが、どうやら四ノ宮の美的センスには叶わなかったらしい。みずきは内心傷ついたが、ぐっとこらえる。

「……洋服なんて何でもいいんです……他人に迷惑さえかけなければ」

　みずきはそう言い返す。

　おしゃれをしたって、地味な見た目が底上げされるとも思えない。

　洋服選びの時間など、無駄でしかないとみずきは常々思っていた。

「まあ、君が気に入ってるなら別にいいけど。俺は中身にしか興味ないから」

　四ノ宮はさらりと意味深な台詞を吐き、嬉しそうに微笑んだ。

「しかし、嬉しいもんだな。好きな女が目の前にいるのは」

　熱を帯びた視線に、みずきの心臓は早鐘を打つ。

　こういうことを、さらりと言うから彼は苦手だ。

　しかし彼の元で働くと決めたのだから、戯れ言にもうまく対応していかなければならない。

「あの、まず何をしたらいいでしょうか……秘書のイメージが全然掴めなくて……良かったら教えてください」

　硬い表情でみずきは尋ねた。前職では「技術は盗め」と言われ、質問すると上司にいやな顔をされていたが、秘書だけは門外漢過ぎて何をすればいいのか、さっぱりである。

　四ノ宮はふっと微笑んだ。

「……少しは肩の力を抜けよ。ガチガチじゃないか」

「……え……すみません」

　また硬真面目でつまらない態度を取ってしまったのだろうか。

「華がない」の呪いを思い出し、みずきの背中に冷たい汗が流れていく。

　四ノ宮はぽん、とみずきの肩を叩いた。

「とりあえずそこに座って、俺の淹れたコーヒーを飲みなさい」

　四ノ宮は隣室の給湯室に向かって歩き始めた。

「私がします」

「いいから座ってろ。サービスするのは初日だけだ」

　四ノ宮はみずきに背中を向けたまま、ひらひらと片手を左右に振った。






『君がやるのは事務じゃなくて俺の秘書だ』

　昨日、四ノ宮にそう言われた時には、蒼ざめた。

　秘書なんて、オフィスの花形だ。

　前職でもそのポジションには、女優のように美しく、かつ社交的な女性がおさまっていた。

『無理です……』

　こんなこと本当は言いたくない。

　でも、どう考えてもキャパオーバーだ。

『大丈夫。俺が手取り足取り教えてやるから』

　自信たっぷりな彼の態度に、みずきはかえって不安を覚えた。

　強引で策士で考えるより先に行動する彼。

　壁ドンで迫られ、セクハラめいた言葉を受けたのは、ほんの数分前の出来事だ。

『俺に何かされると思ってるだろ。ま、さっきの今だから誤解するのも当然だが、職権乱用して君を口説いたりしないよ。プライベートと仕事ははっきり分ける方だから』

　最終的にみずきはその言葉を信じた。

　彼は光の中に住む人だ。

　元々本気で自分なんか、相手にするわけがない。

　そう己に言い聞かせた。






「はい。コーヒー。ブラックだったよな」

　差し出されるカップを受け取りながら、みずきは改めて四ノ宮を見た。

　窓辺から差し込む朝の光に、整いきった顔が照らされキラキラと光っている。

　彼もみずきを見つめていた。目の奥にとても優しい色が見えた気がして、ドキッとする。

「おい、今、何を考えた？」

　やっと聞き取れるほどの早口で、彼が尋ねた。

「いえ、別に……」

「嘘つけ」

　四ノ宮はカップをテーブルに置くと、みずきに渡したばかりのカップを奪う。

「あ……」

　顎がつままれうっとりするほど美しい顔が近づいて来る。

　右手を彼の胸に当て押しのけようとしたが、柔らかく手首を握られる。

　反対側の手のひらに後頭部をそっと支えられ、顔が自然に上向きになる。

「だめです……」

　小声で訴える。

「聞こえない」

　語尾が唇の中に吸い込まれた。生温かいものが唇に触れて、その瞬間ぞくりとした痺れが体に走る。

（……何もしないって言ったのに……）

　足から力が抜け、頭の中がぼーっとする。

　今度は背中を支えられた。歯列を割ってぬめった舌が唇の中に押し込められる。

　男の人とこんなふうに唇を交わすのは初めてで、心臓がありえないほど早鐘を打つ。

　開襟シャツが激しく上下し、むせかえるような男の匂いに陶然となる。

「ん……んっ」

　コーヒーのほろ苦い味を噛みしめながら、みずきは喘いだ。喉の中がカラカラだ。

　心臓の音が鼓膜に響き、胸が高鳴る。

　手首を握っていた彼の手が、みずきの背中に回った。

　くちづけが深まる。

「やっ……」

　両手を彼のシャツに押し当てて、逞しい体を遠ざける。

　彼は唾液のついた口の周りを手の甲で拭い、みずきの目をじっと見つめた。

「キスも初めてか。君らしいな」

　生々しい言葉に、背筋が震える。

「何もしないって……あれは嘘だったんですか？」

　はぁはぁと息を荒げながら、みずきは四ノ宮を軽く睨んだ。

「当然だろ。何のために君を雇ったと思ってる。口説くためだ。計画どおりだよ」

「そんな……ひどい」

「そうしないと君は俺から逃げるだろう？　学生時代がそうだった」

「当たり前です」

　みずきは頬を赤らめ、俯いた。しかし、両頬をすくい上げるように挟み込まれ、しっかりと見つめられてしまう。

「理由を教えて」

「え……？」

「俺はただ君が好きなだけだ。なのに何故逃げる必要がある？」

　大きく見開かれたみずきの目が左右に揺れる。

「好きだ」

　思いのこもった熱い声。

「やっ」

「俺を見ろよ。目を逸らすな」

　あてがわれた両手に力がこもり、角度をつけて上向かされた。

「俺は君が好きなんだ。いいかげん信じてくれ。君はどうだ？　俺をどう思ってる？」

「それは……」

「俺を選べば後悔はさせない。幸せにする。約束する」

　彼の目はこの上ないほど真剣だった。

（逃げられない……）

　みずきは大きく息を吸い込んだ。

「ごめんなさい……私……四ノ宮さんとは付き合えません」

　目の前にある薄茶色の瞳がゆらゆらと揺れた。

　いつもは余裕たっぷりな彼の、あからさまな動揺に胸が痛む。

「……みずき」

　彼が再び口を開いた時、ノックの音が聞こえた。

「誰かが……」

「かまわない」

　もう一度ノックの音。

　四ノ宮は唇を噛むと、両手を離した。

「……続きは後だ」

　耳元にそう囁きかけドアを開ける。

　みずきは頬を赤らめながら姿勢を正した。






　そこからは怒涛のような時間が流れていった。

　ひっきりなしに部屋を訪れる社内外の人たち。

　打ち合わせには各国の言葉が飛び交う。

　お茶を入れたり挨拶をしたり、せわしなく動きながら、みずきは朝の出来事について思いを巡らせていた。

（四ノ宮さんは、私のことが好きだった……まさか本当だったなんて……）

　たしかに学生時代から、思いを仄めかされていた。

　しかし、誰が本気にするだろう。

　自分なんかを好きになる理由が、全く思い当たらない。

　どう考えたっておかしすぎる。

　彼と自分とじゃ全く釣り合わない。

　なのに何故……。

　悶々としているうちに終業時間になった。






「どうだった。初日の感想は？」

　二人きりになると彼はそう尋ねてきた。

「……全然お役に立てなくて……申し訳ないと思っています」

　正直に答えると、四ノ宮はポンポンとみずきの頭を軽く叩く。

「気にすることはないぞ。今までも一人だった。元々社長業なんて、一人で成立するもんだしな」

　彼の言葉が胃の底にズシンと落ちていく。

　不要な秘書を雇った理由は、ひとつしか思い当たらない。

『幸せにする。約束する』

　かけられた言葉が頭をよぎる。

　思いに応えられない以上、仕事をやめるべきなのだろうが、それを切り出す勇気はない。

　彼がその話題に触れないことが救いだった。

「不満そうだな」

　顔を覗き込まれ、みずきは薄く微笑んだ。

「秘書という仕事がどういうものなのか、まだよくわからないんです。不勉強で申し訳ありません」

　仕事のことを話していれば、二人の間に横たわる、重い問題から逃げられる。

　姑息だとは思うが、みずきはその考えにしがみついた。

「じゃあ、勉強させてやる。この後大切なクライアントとの食事会があるからついてこいよ」

「大切なクライアント……ですか？」

「ああ。俺の人生で一番大切なクライアントだ」

　きっぱりとした物言いに、不安がよぎる。

「でも……そんな場所に私が参加していいのでしょうか。お邪魔では……」

「そんなことはない。邪魔になるなら最初から呼ばない」

　彼は長い前髪を片手でかきあげ、上目遣いにみずきを見た。

「俺の役に立ちたいと思ってるんだろ？　それとも口だけか？」

　無意識に発せられる彼の色気にたじたじとしながら、みずきは逡巡した。

　口だけなんかじゃない。

　心の底から良い秘書になりたいと思っている。

　それが、彼の恋人にはなれない自分の進むべき唯一の道のような気がする。

「行きます。よろしくお願いします」

　みずきはそう言って頭を下げた。

















四話












　二人が向かったのは高級ホテルの三ツ星レストランだった。

　きらびやかなシャンデリアが眩しくて、みずきは両目を瞬かせる。

　スタッフが総出で二人を出迎える中、賑やかなフロアを突っ切って、窓際の一番奥に座る。

　クラシック音楽の生演奏に聞き惚れていると、食前酒が運ばれてきた。

「俺たちの出会いと未来に乾杯」

　グラスが勝手に打ち合わされる。

「もう乾杯ですか？」

　不思議に思いながら尋ねると、

「ああ。他には誰も来ない。俺たちだけだからな」

　四ノ宮はそう打ち明けた。

「大切なクライアントがいらっしゃるって……」

「君のこと」

　間髪入れずにそう言われ、熱い眼差しが自分に向けられる。

「人生において大切といえる人なんて、そうそういない……決まってるだろう？」

　語尾が何故か甘くかすれる。

　状況を把握するのに、多少の時間を必要とした。

　やっと置かれた立場が理解できた瞬間、みずきの胸はバクバクと音を立てる。

「また……私を騙したんですか？」

　信じたくなくて、縋るような目で彼に尋ねる。

「まあな……しかし、こうでもしないと君は誘いに乗らないだろう？」

　開き直った挑むような目が、まっすぐにみずきを見つめている。

　彼の言葉は心に突き刺さり、甘い痛みが胸をよぎる。

「困ります……」

　みずきはグラスをテーブルに置くと俯いた。

「どうして」

「……」

「俺を信じられないのか？」

　じっと目を見つめられ、みずきは戸惑う。

　四ノ宮が低い声で語りかけてきた。

「たしかにこの三年間、ずっと一人だったわけじゃない。学生の頃はそれなりに遊んでたしな。けどな、誰と付き合っても、俺は君を忘れられなかった。もう一度会えたら絶対に離さないと決めていた。これは嘘じゃない。俺は君が好きなんだよ」

　顔を真っ赤に染めながら、みずきはこくりと頷いた。

「四ノ宮さんみたいな人にそこまで言われて、ありがたいって思ってます……でも、ごめんなさい。私、四ノ宮さんとはどうしても付き合えないんです」

　温かい手が伸びてきて、みずきの手をそっと握る。

「せめて理由を教えてくれ。俺にはその権利があるだろう？」

　熱っぽい声が鼓膜に届き、とくんと胸が切なく軋む。

　みずきは頬を赤らめながら打ち明けた。

「私なんかじゃ……四ノ宮さんにふさわしくないからです」

「は？　そんなの……」

「……絶対みんなに笑われます……四ノ宮さんが」

　四ノ宮は唖然とした表情を浮かべた。

「そんな理由で俺を振るのか」

　みずきは頷いた。

「私には大切なことなんです」

　何か言おうとした四ノ宮を遮り、みずきはきっぱりとこう続けた。

「四ノ宮さんの足を引っ張りたくありません。だから、ごめんなさい……四ノ宮さんにはもっと素敵な人が現れる……だから私なんかにかまうのはやめてください」

　彼の目の色が暗く翳かげる。

　愁いに満ちた表情ですら、うっとりするほど美しくて、みずきの胸は罪悪感に切なく軋む。

　ただそこにいるだけで、圧倒的なオーラを放つこの人と、共に歩く未来など、自分には見えない。

　彼にもそのうちわかるはずだ。

　これが間違った選択だということを。

　重苦しい沈黙が落ちる。

　しかし、本音を言えたことで、みずきの心は晴れ晴れとしていた。

　前菜が運ばれてくる。

　四ノ宮はふっと自嘲気味に微笑んだ。

「なるほどな。よくわかったよ」

　絞り出すような声と共に、四ノ宮の手が離れていく。

「君をいたずらに苦しめたくはない……わかった。諦めよう」

「四ノ宮さん……」

「せっかくのディナーだ。楽しもうぜ」

　今までのことがなかったように明るい声でそう言うと、四ノ宮は美しい所作で前菜を口にした。

　ほっとすると同時に、寂しさがこみ上げてくる。

（なんて勝手な女なの……自分から拒んだくせに……）

　さっきまで触れられていた手が、じくじくと熱を持ち始めている。

　どんなに胸が痛んでも、これが最良の選択なのだ。みずきは自分で自分に言い聞かせた。

「何を泣きそうな顔をしてるんだ。ほら、食べろよ」

　優しい笑顔が向けられた。

（……この人の、いい秘書になろう）

　みずきはそう決心した。






　ディナーが終わり、四ノ宮と一緒にエレベーターに乗る。

　ドアが開いた直後に、そこがロビーではないと、初めてみずきは気がついた。

「ここの夜景は最高なんだ。一緒に見ようぜ」

　みずきの手を握りながら、四ノ宮は囁きかけてきた。

「私……もう帰ります」

　少し慌てながらみずきは言った。

　時計の針は十時を回っている。一人暮らしなので門限はないが、とびきりのディナーをご馳走してもらい、楽しいひと時をたっぷりと過ごした。

　これ以上甘えるわけにはいかない。

　しかし、四ノ宮はみずきの訴えを無視し、赤いビロード敷きの廊下をすたすたと歩き始めた。

「四ノ宮さん、あの……」

　彼を見上げながら呼びかけるが、四ノ宮は答えない。

　彼の手の力は強く、足取りはとてもしっかりとして、酔っている気配は微塵もなかった。

　屋上にでも行くのかと思いきや、四ノ宮はドアにカードキーをかざすと、みずきを部屋の中へと押し込んだ。

　壁一面はめ殺しの窓に映る都会のビル群が目に飛び込んでくる。

　その前にある、キングサイズのダブルベッドも……。

（……な……！）

　蒼ざめて振り返ると、彼は後ろ手にドアを閉め、挑むような目でみずきを見た。

「わかったって言ったのに……」

　ここに来るまで疑惑ひとつ抱かなかった。

　なんて馬鹿なのだろう、と心の中で己を嘲りながら、みずきは泣きそうな声で訴えた。

「ああ。よくわかったよ。どうしても俺は君のことが諦められないってことが、な」

　彼の目の色が獣じみた色を帯びる。

「そんな……」

　みずきはじりじりと後ずさった。

　昨日もオフィスで彼の横をすり抜けようとして、結局捕らえられてしまった。

　同じ轍てつを踏むわけにいかない。

「ああ、そうだ。もうひとつわかったことがある。君は……本当は……俺が好きだろう？」

　距離を縮めながら、四ノ宮は言った。

「ちが……！　どうしてそんなことになるんですか」

「じゃあ嫌いか？」

　ネクタイの結び目に指を入れて緩めながら、四ノ宮は畳みかけてくる。

「それは……」

「嫌いじゃないなら遠慮はしない。そのうち……好きにさせてやる」

　みずきの足がベッドの縁にぶつかった。

「あっ……」

　弾みでベッドに座り込み、慌てて立ち上がろうとしたが、彼は膝をマットに乗り上げ両手首を掴んで逃げ道を塞ぐ。

「やめて……」

「いやなら俺を押しのけろよ。それができないなら諦めろ」

　自信に満ちた口ぶりに、みずきは大きく胸を波打たせる。

　間近で見る四ノ宮はとてつもなく綺麗で、肉食獣のような凄みがあった。

　冷徹な瞳に見つめられると、頭の中が真っ白になり、本能的な恐れに身震いする。

　薄い唇が近づいた。

「ん……ん……」

　有無を言わさぬ強引なキスが、みずきの感情を沸き立たせる。
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　初めてされた時以上の、狂おしい熱を感じるくちづけに、みずきは戸惑い、いやいやと首を激しく振った。しかし、その程度で許されるはずもなく、上唇がきつく吸われる。

「ふっ……ん……ん」

　苦しげに呻くみずきの背中を優しく撫でると、四ノ宮は唇を結び合わせたまま、ゆっくりと体重をかけてきた。

　シャンパンの匂いのする甘い唇を懸命に避け、みずきは身じろいだ。

　唇が長い舌にこじ開けられ、歯列をねっとりと舐められる。

「ん……ふ……んん……」

　キスさえ今朝が初めてだったのだ。男性との性的な接触は皆無と言っていい。

　それなのに唇を深く貪られ押し倒されて、頭の中が沸騰しそうだ。

　さっきから本気で胸苦しい。

「鼻で息をしろよ……そういう態度、可愛すぎるだろ」

　言葉を紡ぐ距離だけあけて、四ノ宮が囁きかけてきた。

　言われるがままに鼻から息を吸い込むと、今度は優しく舌を差し入れられた。

「んっ……は……う……」

　口腔を這い回る、長く滑った舌に力が抜ける。

　なんだか彼の意のままに操られているみたいで悔しくなるが、彼に触れられているどこもかしこもが、熱を帯び、息が再び上がっていく。

　弱々しい抵抗は、一回り以上大きな体に、完璧に封じられていた。

　激しいくちづけであやしながら、四ノ宮はみずきのジャケットを脱がせると、シャツのボタンに手をかけた。

「うう……ん……う……」

　舌を巧みに吸い上げる激しいキスに気を取られ、みずきは脱がされていることに気がつかない。

　全てのボタンが外されて、前立てが左右に開かれると、冷たい空気が肌に触れた。

　みずきははっとし、両目を見開いた。

　あられもない格好に頬が赤くなる。

「や……やめてください」

「いやだね」

「どうして……こんな……」

「自信がないから俺と付き合えないんだろう？　なら、俺が自信をつけさせてやるよ」

　キャミソールの裾から忍び込んできた、大きな手のひらが腹部を這う。

　こんな強引に迫っているというのに、彼の目はとても冷めていて、みずきの心をより不安にさせてしまう。

　どうしてこんなに冷静なのだろう。

　どうしてこんなに……慣れているのだろう。

　温かい手のひらが鎖骨から胸までのラインをなぞっていく。

「んん……は……ん」

　ピクン、ピクン、と背中が震え、冷たい汗がシーツを濡らす。

　こんないやらしく、恥ずかしい行為を、世界中の誰もが平然としているなんて信じられない。

「吸い付くような肌。いい感触だ」

　からかうような彼の声。指先はへその辺りをさまよい、じわじわと上っていく。

「やあ……」

　どんなに制止を訴えても、彼はやめてくれそうにない。

　それなのに嫌悪感は微塵もなく、それどころか、触れられた箇所からじんわりとした疼きが全身へと広がっていく始末だ。

　頭の中が白くなり、みずきははぁはぁと荒い息を繰り返した。

　胸の尖りに指が触れ、大切そうにつままれる。

「あっ……」

　ずくん、とつきあがる快感に、みずきは白い喉をのけぞらせた。

　膨らみが彼の両手にすっぽりと包まれ、揉み込まれた。

　明らかな快感に胸が震える。ひくん、と体が淫らに震え、あまりの恥ずかしさにみずきは涙ぐむ。

「よしよし。感じてるな……いい子だ」

　耳たぶを優しく甘噛みしながら、四ノ宮はみずきの背中を浮かせて狭い肩幅からシャツを取り去り、スカートのファスナーをゆっくりと下ろした。

「いや。やめて……」

　ストッキング越しのショーツが露わになり、声高い悲鳴が唇から漏れた。

「怖がるなよ。優しくしてやるから」

　耳殻をねっとりと舐めながら、四ノ宮は囁きかけてきた。

「初めてなんです」

　涙に潤んだ目で見上げながら、みずきはそう白状した。

「そんなの、見りゃわかる」

「……きっと……うまくできません」

　彼の目が優しげに細められる。

「馬鹿。君にテクニックなんて期待するかよ」

　汗の浮いた額に音を立ててキスし、四ノ宮は吹き出した。しかしすぐに真顔になる。

「君はただじっとして……俺を感じてさえいればいいから」

　熱をたっぷりと帯びた声だった。

　剥き出しの背中が熱い手のひらで撫でられて、全身の力が抜けていく。

「君の体は綺麗だな……」

　ため息混じりの声が降ってきた。

　褒められているというのに胸が痛い。

　彼の評価する自分と本当の自分との落差に、落ち込んでしまうのだ。

「買い被らないでください……」

　いやいやと首を振りながらみずきは訴えた。

「俺には最高に綺麗に見えるんだから仕方がないだろ」

　首筋に舌があてがわれた。

　首筋を舐められると、えもいえぬ快感が全身に走り、みずきはピクピクと背中を震わせた。

「いやな相手にされて、こんなに感じないだろう？　君はやっぱり俺のことが好きなんだよ」

　揶揄する声で囁くと、四ノ宮はスカートを脱がせ、ストッキングごとショーツを太ももの真ん中あたりまで押し下げてしまう。

「やめて……やめてください」

　あまりにもはしたない格好に、みずきは激しく身を捩った。

「だめだ。こうするのが一番いいんだ」

　彼の動きに迷いはなく、ストッキングはずるずると足首に向けて下ろされていく。

　やがて白いショーツだけが、情けなく太もものあたりにとり残される。

　鼠そ径けい部ぶが顕わになり、薄い下生えがむき出しになる。

「うう……」

　恥ずかしさと困惑でみずきは真紅に頬を染めた。

　こんもりと盛り上がった乳房が温かい手に包まれる。

　乳首に手のひらが当たるたび、ドクンと激しく胸が震えた。

　恥ずかしくてたまらないのに気持ちいい。

　彼の逞しい胸に包まれて、丹念な愛撫を受けていることに、本能がこの上ない喜びを感じているのは間違いなかった。

　首を往復していた舌が鎖骨に移った。

「ふあ……んん……」

　みずきはくすぐったさに身悶えた。

　背中に回されていた手のひらが、ゆっくりと下に下りてきた。

　腰のくびれた部分から尻までの間を、大きな手のひらが愛しげに往復する。

　ショーツを抜き取られた丸い尻は、剥き出しのまま男の熱い手のひらの愛撫を、震えながら受けている。割れ目が熱く濡れてきた。

　胸が早鐘を打ち、肌が快感に総毛立つ。

「君は本当に可愛い。好きだ。絶対に離さない」

　膨らみを軽くつままれて、みずきは白い喉をのけぞらせた。

　さっきから体が火照って仕方がない。

　四ノ宮がみずきの腹部を撫で、淡い茂みへと指先を伸ばした。

「や……は……ん……ああ……」

　女性にとって最も恥ずかしい箇所を狙う指先に、恐怖を覚えたみずきは彼の胸へと両手を伸ばす。そして弱々しく突っ張った。

「抵抗するなよ。ますます可愛くなるだけだから」

　彼の艶めいた声に背中が震える。

「いや……あ……ん」

　乳首をはしたなく尖らせながら、みずきは甘い声で喘いだ。

「……まだ怖いのか」

　四ノ宮は己のネクタイを取ると、みずきの両手をひとまとめに掴み、結び合わせた。

「え……やあ……」

　驚愕にみずきは瞳を瞬かせる。

「こうした方が集中できるだろ？　恥ずかしがり屋の君には」

　縛った両手を万歳の形でシーツの上に留め、四ノ宮は意地悪な声で囁きかけてきた。

「いや……！　解いて」

「君の体が赤くなってきた……そそるな……すごく可愛い」

　四ノ宮は半身を起こしてすばやくシャツのボタンを外すと、腰の辺りに馬乗りになりみずきの肢体を舐めるように見た。

「そんなこと……言わないで……ください」

　腰をくねらせ、みずきは悶えた。

「どうしてだ？　褒めてるのに」

　視姦するような瞳に恐怖を覚えながら、みずきは四ノ宮を恨めしげに睨む。

　はだけたシャツからのぞく彼の上半身は、硬そうな筋肉で盛り上がっていた。

　服の上からではわからなかった、鍛えられた体に心臓が大きく跳ね上がる。

　この体が今から自分を抱く。

　危険がすぐそこに迫っていると知り、ただでさえ壊れそうだった心臓が、ますます鼓動を早めていく。

　彼の指が茂みをかき分け、敏感な秘裂をそっと撫でた。

「ああ……っ」

　前から後ろへとじっくりと撫で上げられ、溢れ出す甘い蜜が四ノ宮の指を汚していく。

「濡れてるな。君も俺が好きだと言っている。やっぱり体は正直だ」

「そんなこと……ありません……」

　意地悪な言葉にみずきは涙声で反論した。

　くちゅくちゅと弄られるたびに、秘裂から溢れる蜜は量を増し、頭の中が白くなっていく。

「くっ……」

　せめて声ぐらいは我慢したくて、必死に唇を噛みしめるが、それでも少しだけ漏れてしまう。

　紛れもない快感はあっけなくみずきを翻弄し、自然に腰が揺れていた。

　四ノ宮はみずきのか細い腰を支えながら、秘裂から蜜を掻き出す行為を繰り返した。

「初めてなのにこんなに濡れて……なんていやらしい体なんだ」

　感に堪えぬ、という風に四ノ宮はつぶやく。

　ショーツが足首から抜き取られた。

　一糸まとわぬ姿に、舐めるような視線が落とされる。

「いや……見ないで……」

　羞恥に悶え、みずきは震えながら懇願した。

　下腹部がはしたなく疼いている。

　凄まじい快感を内股になって堪えるが、角度をつけて開かれてしまい、ズン、と体の中心を重い官能が駆け抜けていく。

「いや……いや……」

　濡れそぼった秘部が大きく開かれ、男の目の前にさらされた。

　両手でその部分を隠してしまいたいが、ネクタイの戒めは解けない。

　なす術のないみずきの耳に、熱い声が流し込まれる。

「こんなところも綺麗だなんて、反則だろう」

「そんな……」

　そんなところ自分では、見たことがない。最も恥ずかしい部分が男の視線にさらされている事実に身悶えてしまう。

「……たまらないな」

　四ノ宮はそう言うとおもむろに秘部へと顔を近づけた。

　身を引こうとしたが許されず、腰をぐい、と片手で引き寄せられる。

「何？　やっ……」

　熱い吐息と生温かい舌の感触に、みずきは思わず悲鳴をあげた。

「あっ……うう……くっ」

　身を捩って逃げを打つが、両手で太ももを押さえられ動きを封じられてしまう。

「じっとしてろ。うんと気持ちよくしてやるから」

　濡れそぼった秘裂に肉厚な舌が押し付けられた。

　ざらりとした感触が、女の最も感じやすい箇所を丹念に舐めほぐしていく。

「はあ……あう……ん」

　例えようのない快感に目眩がした。花びらが一枚ずつめくられて、蜜壺から愛液が大量に溢れる。

　ちゅくちゅくと蜜液が吸われ、秘裂全体にまぶされる。

「ひあ……ああ……」

　子猫がミルクを舐めるような、びちゃびちゃという音に羞恥心がこみ上げてくる。

　彼は肉襞をべろりと舐め、今度は秘玉へと舌を伸ばし、包皮を剥くような動きでなぶり始めた。

「ううっ……は……ああんっ……」

　今までとは桁の違う、強い快感に追い上げられる。

「そこは……やあ……」

　シーツの海に溺れてしまいそうなほどの気持ちよさに、声が甘く震えていく。

「なるほど、ここが感じるのか」

　彼の声がどこか遠くから聞こえている。

　剥き出しになったクリトリスを、薄い唇がそっと含む。

　閉じられた秘裂から新たな愛汁が漏れ、みずきの肉体はますますしどけなくなっていく。

　クリトリスや肉襞が吸われ、秘裂全体を舐められる。いまだかつて、一度も男を受け入れたことのない箇所が、じゅくじゅくと崩れ始めていく。

「初めてのくせに、こんなに悶えて……君とは体の相性が良さそうだ」

　目の裏に白い火花が散る。

　鼻から甘い息が漏れ、体の奥に熱いものがこみ上げてくる。

　四ノ宮は秘裂の蜜を大きな音を立てて啜り終えると、今度は指先でクリトリスを弄り始めた。

「は……ああ……く……ん」

　敏感な箇所に与えられる、緩急を帯びた愛撫に悶え、みずきは甲高い悲鳴を上げる。

　尻にまで愛液が垂れていき、後ろの孔までもが快感に入り口を開き始めた。

「すごいな……よだれを垂らしているみたいだ」

　からかうような声に、思わず耳をふさぎたくなる。

　恥ずかしくてたまらなくて、みずきは耳の裏まで顔を赤くした。

「さて、そろそろ頃合いだな」

　独り言のようにそう言うと、四ノ宮は舌を尖らせ蜜筒の中に差し入れた。

「ああ……や……だ……め……」

　彼の体の一部が体内にめり込む。

　想像を絶する行為にみずきは激しく身悶えた。

「んん……んんっ……」

　抜き挿しが始まり、純度の高い快感が体の中を駆け巡る。

「よし。いい子だ」

　中を思うさま撹かく拌はんした後、舌が抜かれる。

　ほっとしたのも束の間、今度は秘裂に固いものが押し当てられる。

「お願い……やめて……」

　必死の思いでみずきは訴えた。

「何のためにここを舌でならしたと思う？　君にこれをあげるためだ」

　誇示するように押し付けられる下腹部に、みずきははっとした。

　想像を絶する硬さと太さである。

「ほら、君を想ってこんなになってる」

「や……」

　慄きながらみずきはベッドヘッドへとずり上がった。

　しかし、すぐに体重をかけられ、柔らかな胸は彼の逞しい胸板に潰された。

　間をおかずに彼の野太いものが肉襞をかき分け、体内へとめり込んできた。

「あああ……っ……つ……ああっ」

　初めての行為に体が震える。

「力を抜け。きつい」

　彼は少し眉を顰め、みずきに命じた。

「無理……っ」

「大きく息を吐いて。ほら、やるんだ」

　恐怖に怯えながらも彼の言いつけに従うと、ぐい、と屹立が入り込んできた。

「ううう……ん……ふう……」

　体を繋いでしまったら、自分はどうなってしまうのだろう。

　きっと今以上に翻弄される。

　その先の未来に明るいものなどきっとないのに。

「どうしてそんなに嫌がる……俺のことが好きなくせに」

「やめて……」

　思いを込めて、懇願した。

「こんなに濡らしてまだ嫌がるか？　君は本当に屈折してるな」

　固いものが肉を切り裂き、さらに中へと押し入ってきた。

　濡れていた秘部が巨大な異物に怯え収縮する。

「きついな……悪い。少し痛いかもしれない」

　そう言いながら四ノ宮は、優しくみずきの尻たぶを開く。

「ああん……ああ」

　その動きに気を取られているすきに、ぐっと彼のものが奥へと突き入れられてきた。

「いた……あああ……はう……ああ……く……ん」

　灼熱の楔が肉筒を串刺しにし、さらに奥へと侵入を試みる。

「もう少しだけ力を抜け……でないとお互いにつらい」

　手のひらが太ももに添えられて、両足が極限まで開かれる。

　みちみちと肉が裂かれる感触に、みずきは激しく喘ぎ身悶えた。

　手首を縛っていたネクタイが解かれる。

「つかまってろ」

　自由になったばかりの両手は、彼の首へと導かれた。

「よし。いくぞ」

　四ノ宮は一度腰を引き、そして一気に最奥を貫いた。

「くっ……ああ……ん……ああっ」

　熱いものがみずきの中で質量を増した。

　みずきは彼の首にしっかりとしがみつき、激しい痛みと未知への恐怖を紛らわせる。

「全部入った。だけど本番はここからだ」

　ゆっくりと腰が動き始める。

　彼の太く逞しい屹立が中を抉るたびに、凄まじい痛みと快感がみずきを襲った。

　しかし、それも長くは続かなかった。

　内部を何度となく擦られているうちに、明らかな愉悦が子宮を甘く弛緩させていく。

　じゅるり、と淫らな音がして一度屹立が抜き出された。

　そして新たな角度で突き入れられる。

「気持ちいいか？」

「……よく……ない……」

　快感に目尻を赤く染めながらも、みずきは意地を張ってそう言った。

「なるほど。もっと頑張れということか」

　硬い楔が何度も肉壁を擦過し、例えようもない快感に翻弄される。

　鼠径部とクリトリスが触れ合って、痺れるような快感が全身を貫く。

「好きだ……もう絶対に離さない。」

　柔肉を何度も穿ちながら、四ノ宮は囁きかけてきた。

　ベッドがギシギシと激しく軋む。

　繰り返されるピストン運動に、下腹部がふわふわと浮き上がり、どこかに飛ばされてしまいそうな気分になる。

　深いところを抉られて、ピン、とつま先が反り返った。

　きゅっと子宮が収縮し、脳天から足先までを、稲妻のような快感が駆け抜けていく。

　大量の愛液が噴出し、太ももを淫らに汚し始めた。

「うう……んっ」

　初めての絶頂に戸惑いながら、みずきはまだ終わらない彼の律動を懸命に受け止める。

　押しては引く波のように、快感は満ちては消えていき、息をつく間もないほどの悦びに体全体が痙攣し始める。

　激しく喘ぎ悶えながら、みずきは彼の胸の中でいつしか気を失っていた。






　目が覚めた時、みずきはまだ四ノ宮の腕の中にいた。

「やっと起きたか。昨夜はすごい乱れようだったな」

　両目を細めて囁かれ、みずきは頬を赤らめた。

　彼の声や視線がとろけるように甘く感じる。

　今までずっと寝顔を見られていたのだろうか。

　壁の時計は朝の五時を少し回ったところだった。

（本当に……どうして……私なんかを……）

　彼の腕枕に後頭部を預けながら、みずきは天井をじっと見つめた。

「私……忘れますから」

　必死になって絞り出した言葉に、案の定四ノ宮は眉を顰めた。

「君はこの上なく残酷だな」

「お互い様です……四ノ宮さんだって無理やり……」

「あんなに感じていたのに？」

「それは……！」

「いや、いい。不毛なやり取りはやめておこう」

　四ノ宮は頭の下から腕を抜くと、みずきの鼻の頭にキスをして、次に瞼、額、項へと唇を寄せた。

　熱い吐息が肌に触れ、ざわざわと胸の奥が騒ぎ始める。

「全く俺のお姫様は強情だな。だが残念。俺も往生際が悪いもんでな」

　コツン、と額が打ち合わされ、澄んだ瞳がまっすぐにみずきを見つめてくる。

「君は俺のテリトリーに入った。今はそれだけで十分だ。いつか……体だけじゃなく、心も俺のものにしてやる」

「四ノ宮さん……」

「いいからずっと俺を見ていろ。絶対に好きにさせてやるから」

　優しく髪の毛を撫でられて、啄むようなキスが落とされる。

（好きになんて……絶対にならない……私にはそんな資格ないんだから）

　後ろ向きな考えにとらわれながらも、とろけるような甘い時間が過ぎていく。

　みずきはそっと目を閉じた。

















五話












　それから瞬く間に一ヶ月が過ぎた。

　あのホテルの夜以来、彼からのアプローチは途絶えている。

　よそよそしいわけではないが、キスや手を握るなどの、ちょっとしたスキンシップもなくなった。

（あれはもしかして夢だったのかしら……）

　みずきは時々そんなことを思った。そうじゃないことはわかっている。しかし、ついそう錯覚してしまいそうなほど、何もない日々が続いていた。

　プライベートと仕事はきっちり分けると最初に言われたが、まさにそれを地でいっている感じだ。

　凪いだような穏やかな日々。秘書としての仕事にも慣れ、いつしかそれは日常になっていった。






　四ノ宮は思った以上にできる人だった。

　間近で仕事ぶりを知れば知るほど、尊敬の念が生まれてくる。

　社長としての彼は完璧と感じさせられた。

　勤勉で社交的で頭が切れる上、部下に対しても偉ぶることは全くない。

　学生時代にも男女ともに好かれていたが、今更ながら納得だった。

　彼のサポートをするのはとても楽しく、みずきは新しい仕事に生きがいを感じ始めていた。






　四宮の秘書を始め三ヶ月が経ち、ようやく仕事にも慣れ始めてきたある日、四ノ宮が関連会社の新製品発売記念パーティーに同行するよう言ってきた。

「パーティー……ですか？」

　みずきの脳裏に以前の出来事が蘇る。

　初出勤の日。あの時は会合があると言われ、ついていけば、二人きりだった。

　顔を赤らめたみずきに四ノ宮は苦笑し、招待状を差し出した。

「今度は本当だよ。ほら見ろ」

　招待状には今日の日付が記されていた。

「欠席するつもりだったが、竹下から連絡があって落ち合うことにした。あいつ、ニューヨークから帰ってきたんだと」

　楽しげな四ノ宮の説明を聞きながら、みずきは竹下という人物を必死に思い出そうとしていた。

　たしか、面接の時にも話題に上った人のはずだ。よほど四ノ宮と仲が良かったのだろうか。

「その方、映画サークルにいたんですよね？」

　水を向けると四ノ宮は呆れたような顔でみずきを見た。

「覚えてないのかよ。薄情だな。あいつはちゃんと覚えていたぞ」

「すみません……」

　謝りながらも、さらに記億の糸をたどってみる。

「物腰がとても穏やかな方ですよね。優しそうで話しやすい人だったような……」

　話しているうちにいろいろ思い出してきた。

　天然パーマの細身の男性だ。たしかに四ノ宮とよくつるんでいた。

　四ノ宮は膝を折るとみずきの顔を覗き込んできた。

「俺は？」

「え？」

「俺は君にどう見えてた？」

　至近距離にある凄絶な美貌に、心臓がドキドキと早鐘を打つ。

「男っぽくってクールなイメージです。竹下さんとは真逆みたいな……」

「ふうん。そう」

　チラリ、と妙に色っぽい目をみずきに向けて、四ノ宮はさらにこう続ける。

「どっちが好み？」

「四ノ宮さん……！」

　こういう会話は苦手だと、上目遣いに軽く睨むことでみずきは伝えた。

「なるほど。俺ね。そうだろうな。俺の方がいい男だし何より君を愛してる」

　一瞬言葉の意味がわからずに両目を見開き、そして名前を呼んだことが誤解を生んだのだと気がついた。

「そういうつもりで言ったわけじゃ……！」

「無理すんなよ。君の気持ちはわかってるから」

「……っ！」

　みずきは真っ赤になって後じさった。

　しばらくアプローチがなかったのですっかり油断していたが、四ノ宮はまだこういうゲームを諦めていないらしい。

　四ノ宮は吹き出した。

「そんなに赤くなるなよ。可愛いだろ」

「もう、からかうのはやめてください」

「わかったわかった」

　ポンポン、と頭を叩かれた。

　甘やかすような態度に、胸が震える。

「というわけで今からドレスを買いに行こうか」

「ドレスですか？」

「……その格好じゃな」

　ぶしつけな視線で見つめられる。

　みずきは慌てて顔の前で両手を振った。

「私はこれで出席させていただきます」

「……悪くはないが……それじゃあ、いかにもただのＯＬだぞ」

「ただのＯＬですから大丈夫です」

　にべもない態度のみずきに対し、四ノ宮は苦笑した。

「本当に君は強情だな。まあ、そういうところが君らしいが……とりあえずパーティーは七時からだ。それまでに仕事を終わらせておけ」

　ピン、とみずきの額を指で弾き、四ノ宮はデスクへと戻っていった。






　ホテルのパーティー会場は千人を超える男女で溢れかえっていた。

　美しく装った各界の著名人が談笑している。

　芸能人の姿も多かった。彼らはただそこに立っているだけで特別なオーラを放っている。

（……とんでもなく私だけが場違いだ……四ノ宮さんの邪魔にならないようにしなくちゃ……）

　その四ノ宮は会場に着くなり大勢の人に囲まれていた。

　名のある芸能人たちに混じってさえ、四ノ宮はとびきり目立っていた。

　見た目だけでなく、表情や動きが洗練されている。まるで彼の周りだけ違う風が吹いているようにさえ感じられた。

　少し離れた場所で見ていると、女性たちが彼に熱い視線を送っているのがはっきりわかり、なぜだか胸がざわついた。

　彼は学生時代からずっとそうだった。どれだけ人がいようとも、飛び抜けて目立つ存在なのだ。

「四ノ宮はいい男だね。みずきちゃん」

　背後から誰かが声をかけてきた。

　慌てて振り向くと竹下が穏やかな笑みを浮かべて立っていた。

「お久しぶり。変わってないね」

　竹下は天然パーマの髪の毛をさっと撫でた。

「お久しぶりです。竹下さんもお変わりなく……」

　みずきは深く頭を下げる。

　竹下は懐かしそうに目を細め、ニコニコと微笑んでいた。

　サークルの先輩とはいえ、在学中、ほとんど話したことがなく、距離感を測りかねてしまう。とりあえず今は秘書の立場だから、丁寧な物言いに徹することにした。

「みずきちゃん。良かったら二人で話さない？　四ノ宮はモテモテで俺に付き合ってくれないし、さっきからビジネスの話ばっかで肩がこっちゃって、少し息抜きがしたかったんだ」

　竹下はそう言うとにっこりと微笑んだ。






　バルコニーには竹下とみずき以外、誰もいなかった。

「四ノ宮から秘書になった経緯を聞いたよ。偶然履歴書を見て、面接に来るのを待ち構えていたんだって？　全く、あいつも抜け目がないというか何というか」

　竹下はそう言ってクスクス笑う。

「はい……私も驚きました」

　そう言いながら、みずきはドギマギと視線を泳がせる。

　竹下はどこまで事情を知っているのだろう。四ノ宮から何か聞いているだろうか。

「でも本当に良かったと思ってるよ。あいつ、本当に君のことが好きだったからな」

　どうやらかなりディープなところまで知られているらしい。

　いたたまれない空気を感じ、みずきはうなだれた。

　四ノ宮からのアプローチを断っているだなんて、一体何様なんだろう。

　身の程知らずと言われても仕方がないくらいだ。

　竹下は真顔になる。

「どうしてあいつと付き合わないの？　見た目はちょっとチャラいけどさ、あいつは本当にいい奴だよ」

「はい。それはわかっています……」

　頷くみずきを見て、竹下は訝しげに首をかしげた。

「まあ、俺がどうこう言える立場じゃないんだけど、男から見てもあいつ、嫌味なぐらいのいい男だろう？　だから君が飛び込んでいかないのが不思議でね」

　竹下の言うとおり、四ノ宮は非の打ち所のない人物だ。

　だからこそ……踏み出せない。

　端的に言えば自分に自信がないのだが、彼との未来を想像した瞬間に足元がぐらつくようなこの思いを、どうすれば正確に伝えられるだろう。

　沈黙が落ちる。

　みずきは思い切って口を開いた。

「あの、四ノ宮さんは何故私を、その……目にとめたんでしょう……」

「え？」

「最初のきっかけは何だったのか……ご存知ないですか？」

　竹下はみずきの目をじっと見つめた。

「それを知れば、何か変わるの？　あいつと付き合えるようになるとか？」

「わかりません。でも知りたいなって思っています」

　竹下はくしゃくしゃと己の髪の毛をかき混ぜた。

「そうか。じゃあ教えてあげる。あいつが君のどこに惹かれたか」

　竹下は微笑み、こう続けた。

「『シンデレラガール』って映画、覚えてる？　俺たちが学生の頃大ヒットしたんだけど。中年紳士が孤児の女の子を引き取って素敵なレディに育てあげるってストーリー」

「はい。もちろん覚えてます。大好きな映画です。ジェーン役のララミー・メリスが可愛くて」

「そう。そのララミー・メリスだよ。奴はあの子のファンなんだけど、君、彼女に似てるだろう。それで最初気になったみたい」

「ララミーに私が？　それは褒め過ぎです」

　みずきは慌てて否定した。

　ララミー・メリスはたしかに地味顔の女優と言われていたが、表情に愛嬌があり、日本人にとても人気があった。

「いや、たしかに骨格が似てるよ。僕はニューヨークで本人を見たことがあるんだ。綺麗だったよ。そして思ったよ。女性の美しさは努力で作られるんだ、って」

　竹下はまじまじとみずきを見た。

「ニューヨークの女性はさ、ファッションやメイクで自分をうまく演出している。君もやってみればいいのに。例えばさ、少し肌の見えるドレスで冒険してみるとか」

　そう言われてみずきは改めて自分の格好が恥ずかしくなった。

「実はドレスに着替えるように言われてたんです……このスーツはパーティーにはふさわしくなかったでしょうか」

　竹下は慌てて両手を振った。

「いやいや、そういうわけじゃない。なんとか君が自信を持てるようになれば、と思って……アイデアのひとつだから聞き流して」

　焦っている様子の彼を見て、心の中で『いい人だな』とみずきは思う。

　彼には四ノ宮と似た雰囲気がある。さりげなく優しく、温かい空気が体の周りに吹いている。

「おい……そんなところで何してんだ」

　背後から聞き慣れた声がした。

　振り向くと憮然とした顔の四ノ宮が、早足でこちらに向かっているのが見えた。

　と、突然、竹下はみずきの肩を引き寄せた。

「え……？」

　一瞬だったので、抵抗することもできず、頭頂部が竹下の胸元にあたる形で抱き込まれる。

　四ノ宮の両目が大きく見開かれた。

「みずきちゃんと親睦を深めてたの。せっかく四ノ宮に会いにきたのに、お前、全然俺をかまってくれないからさ」

　笑みを含んだ声で竹下は言った。

「そんな……」

　虚をつかれたみずきは、赤い顔で視線をゆらめかせる。

「お前な。ふざけんなよ」

　四ノ宮はムッとした顔で、みずきの腕を掴み竹下から引き剥がした。

「……言っとくが、こいつは俺の……俺だけのものなんだよ」

　そして牽制するように竹下を睨むと、みずきを胸の中に抱き込んでしまう。

　竹下に引き寄せられた時とは明らかに違う心臓の音に、みずきは息を弾ませた。

　男性二人は睨み合っていて、自分の様子に気がついていないのがせめてもの救いだ。

　竹下は吹き出した。

「なんだよ、その独占欲剥き出しの顔……クールな四ノ宮にこんな顔をさせるなんて、みずきちゃんはすごいな」

「そんな……」

　人前でのスキンシップに、心臓がドキドキと鼓動を早める。

「じゃあお邪魔虫は退散するわ。ごゆっくり」

　くくっと楽しげに笑いながら、竹下は去っていった。






「いいんですか？　久しぶりだったのに……」

　みずきはそう言って四ノ宮を仰ぎ見る。

　四ノ宮は憮然とした顔をしていた。自分のせいで親友との間に亀裂が生じてしまったのではないかと、胸の中に一抹の不安がよぎる。

「なんで他の男とベタベタしてるんだ」

　四ノ宮は口を尖らせた。

「ベタベタだなんてそんな……」

　困惑し言い訳の言葉を探していると、彼の両手が二の腕を掴んだ。

「俺が君に惚れてること、忘れてるんじゃないか？」

　端正な顔が近づいてくる。

　赤く濡れた舌が、みずきの耳たぶをじっとりと舐める。

　ぞくりとした痺れが頭の中に伝わってくる。

　たっぷりと首筋をなぞった後、四ノ宮は顔を傾けて、そっと唇を寄せてきた。

（あ……）

　時が一瞬で止まった気がした。怖いような、期待しているような相反する気持ちが胸の中を思いっきりかき乱す。

「みずき」

　薄い唇から名前が紡がれ、熱い吐息が肌に触れる。

　唇が重なりそうになった時、誰かの嬌声が耳に届いた。

　はっとして声のする方を見ると、フロアからやってきた一組のカップルが目に入った。

　心臓がまだドキドキしている。彼はしばらくカップルの様子をうかがっていたが、二人が椅子に座った瞬間に諦めたように嘆息をした。

「仕方ない。パーティーに戻るか」

　背中に片手がまわされる。

　フロアに戻った後は、四ノ宮はずっとみずきのそばを離れなかった。

　自然と二人の周りに人が集まり、輪ができる。

「四ノ宮。そろそろ機嫌治った？」

　竹下がへらりとした笑顔でその輪に入ってきた。

「全然」

「またまた。本当は許してくれてるくせに。俺と四ノ宮の仲だろ？」

「親友だから余計にムカつくんだよ。俺でさえ滅多に触らせてもらえないんだから」

　四ノ宮は相変わらず竹下を睨んでいたが、ラフなコミュニケーションが許される関係なのだとそのうちわかり、みずきの緊張も次第に解けてきた。

（……いいな……男の人の友情って……四ノ宮さん、子どもみたいでなんだか可愛い……）

　二人のやりとりが微笑ましくて、自然に頬が緩んでしまう。

　と、その時、ふと視線を感じた。

　はっとして目線を向ければ、でっぷりとした体格の初老の男性と目が合った。

　威嚇するような鋭い視線だ。明らかに目線がぶつかっているのに、開き直ったように逸らそうとしない。

　気圧され自分から視線を外した。

　しばらく経って恐る恐るそちらを見ると、男はいなくなっていた。

（今のは一体誰だったんだろう……）

　その男の正体は、数日後四宮の会社へ訪ねてきたことで判明することになる。

















六話












　社長室に訪れた彼は、大口クライアントである一ノ瀬コーポレーションの社長と名乗った。

　パーティー会場で見かけた時と同じく、値踏みするような視線にたじたじとなる。

「申し訳ございません。四ノ宮は出先で、帰宅は夕方以降になります」

　そう言うとクライアントは大きく頷き、みずきの体に白い角箱を押し付けた。

「いやいや。留守なんは最初からわかっとるんやわ。直接手渡したら突き返されるに決まっとるからな」

　そして意味ありげにこう続けた。

「こん中に入っとるのは、お見合い写真や。うちには適齢期の娘がおってな。これがなかなか美人で気立てもええんや。それだけにつまらん男にやりとうない……四ノ宮社長ならうちの婿さんにちょうどええ……いや、もったいないくらいとまで思うとる。何より二人がくっつけば互いのビジネスにメリットがある……まあ、写真だけでも見てやってくれんか、と言うとってや」

　そう言いながらも頭の先からつま先まで、舐めるような視線が向けられている。

（何か……本当は私に言いたいのかしら……）

　不気味に思ったが、問いかけることもできない。

　一ノ瀬社長が去った後、みずきは深い疲労感を覚えながら、預けられた箱に目を向けた。






　四ノ宮も二十七歳で、結婚適齢期である。

　政略結婚に狙われる立場でもある。そうでなくても人としての魅力に溢れている彼は、それこそ結婚相手として、引く手あまただろう。

（一ノ瀬社長のお嬢さんって、どんな人だろう……）

　そっと蓋を開けてみる。

　中には分厚い表紙のアルバムが入っていた。

　表紙を開くと美しい女性のポートレートが目の中に飛び込んできた。

　親バカ、とはかなり謙遜した表現だったらしく、水色のドレスを着たその人は、それはそれは美しい人だった。

　美人なのに柔和そうな茶色の瞳で、性格もとても穏やかに見えた。

（四ノ宮さんとお似合いだわ……）

　つきん、と胸が鋭く痛む。

　不遜を絵に描いたような態度の父親とは、受ける印象が全然違う。

　世の男性の大半は、彼女のようなたおやかなタイプが好きなのではないだろうか。

　なぜだかため息がこぼれ出て、やるせない気持ちのまま、みずきはアルバムを箱へと戻した。






　夕方になると四ノ宮が出先から戻ってきた。

「一ノ瀬社長か。あの人も懲りないな」

　伝言を伝えると、四ノ宮はネクタイを緩めながら、困ったように眉を顰めた。

「お見合いのこと、直接聞いていたんですか？」

　四ノ宮は頷く。

「パーティーの時にな。結構しつこかったから君のことを伝えておいた。今は秘書だがそのうち俺の妻になる予定だ、と」

　そう言われて胸がときめく。しかし、別な感情も浮かんでいた。

（だからあんなにジロジロ見られてたんだ……）

　意味ありげな視線の理由がわかり、余計にモヤモヤしてしまう。

（それでも私にアルバムを届けにくるなんて……）

　四ノ宮にみずきは釣り合わない。

　一ノ瀬もきっとそう思ったのだろう。

「会うだけ会ってみてはどうですか？　お互いのビジネスに多大なメリットがある、と言われていましたし」

　自分でも驚くほど刺々しい言葉が口をついた。

「もしかして妬いてるのか？」

　四ノ宮は意外そうな顔をした。

「まさか……違います」

　思わずそんな言葉が口をつく。

「俺の気を引いているわけじゃない……じゃあなんでそんなことを言う」

「……秘書としての意見です」

「……本気か？」

　四ノ宮は真顔で尋ねてきた。

「本気です」

　後に引けなくなって、またそんなことを言ってしまう。

「なるほどな」

　色のない顔でそう言うと、四ノ宮はみずきの横を通り過ぎた。

　出て行くのかと思ったがそうではなく、カチャリ、という鍵の閉まる音が鼓膜に響く。

「これまでずっとアプローチしてきたつもりだけど、ちゃんと伝わってなかったみたいだな」

（いけない……すごく怒ってる……）

　空気が重く沈んでいく。彼の怒りが伝わってきて、怖いくらいだった。

　彼は今までとても紳士的に振る舞ってくれていたのに。

　みずきは心の底から後悔していた。

　謝ろうと思ったけれど、四ノ宮の表情は硬く、取りつく島もないといった感じである。

「君はあれこれ理由をつけて俺を拒む。釣り合わないとか、未来が見えないとか……それは全部言い訳じゃないのか？」

「どういう意味でしょうか？」

「……ただ怖いだけじゃないのか？　誰かを好きになって傷つくことが」

「そうかも……しれません」

「傷つけられる、と思っているんだな」

「それは……」

「そんなに俺を信じられないか？」

　みずきはうなだれた。

　たしかに四ノ宮は自分のことを思ってくれている。だけど、まだ、心の中の壁は越えられそうにない。

「側で見ていて確信しました……四ノ宮さんはやっぱり私とは住む世界が違います」

「とりあえず最後まで聞いてやる。続きを言えよ」

「……四ノ宮さんにとって、仕事はとても大切なものだってわかりました……それならこのお見合いも少しは考えてみてはどうでしょうか。お互いのビジネスのためになる。一ノ瀬社長の言葉は事実だと思います」

「何の立場で言ってるんだ、君は」

　四ノ宮はムッとした表情を浮かべ腕を組んだ。

「秘書の立場です」

　重苦しい沈黙が続く。

「君も俺がどうしたいかわかっていて、しれっとそんなことを言う……君は本当に残酷な女だ」

　この上なく冷たい眼差しがみずきの目を見据えている。

「四ノ宮さんだって残酷です」

「どこが」

「……私のことを好きだなんて……そんなおかしなことばかり……」

「本当だから仕方ないだろ」

　四ノ宮は眉根を寄せて畳みかけてきた。

「君は俺が嫌いなのか？」

「……責められるのは嫌いです」

「……そうか」

　突然四ノ宮はみずきの腰をぐっと引き寄せ、顔を近づけてきた。

「なっ」

　思わずのけぞると、さらに強く引き寄せられる。

「たまにはこういうことをしておかないと、君はすっかり俺の気持ちを忘れるみたいだからな」

「離してください」

「いやだね」

　吸い込まれそうなほど美しい瞳が、まっすぐにみずきを見下ろしていた。

　その目をまともに見られずに、みずきは視線をゆらめかせる。

　嫌われてしまったかもしれないという思いと、久しぶりに感じる獣じみた雄の匂いに、カタカタと足が震え始めた。恐怖だけではない。

　明らかに、気持ちが昂ぶっている。

「四ノ宮さん、仕事をしてください」

　それを誤魔化そうとして、みずきは精一杯、冷静な声でそう言った。

「業務は終わった。今から他の仕事をする」

　きっぱりと言いながら、四ノ宮は噛み付くようなキスを落としてきた。

「んん……く……ん」

　口腔に長い舌が入ってくる。

「う……ううっ」

　不意打ちのキスにみずきは思わずむせてしまう。

　ふわり、と体が宙に浮き、いつの間にか横抱きにされていた。

　窓際の椅子へと運ばれ、膝の上に載せられる。

「やっ……」

　慌てて立ち上がろうとしたが許されず、背後から彼の腕に抱き込まれてしまう。

　長い指が、ジャケットのボタンを素早く外した。

　脱がされたジャケットは無造作にテーブルに置かれる。

　ポリエステルのシャツに包まれた胸を揉み込まれ、みずきの体は硬直した。

「お願い……やめてください」

「君はそればっかりだな」

　嘲るような声が耳殻に響き、ボタンが上から順に外されていく。

「んっ」

「恥ずかしいか？」

　彼が笑う気配がした。

「恥ずかしい……です」

「君の恥じらう姿が好きだ……」

　噛みしめるように彼はつぶやく。

　乱れたシャツの合わせから熱い指が入ってきて、ブラ越しの胸を激しく揉みしだいた。

「ああ……やめて……」

　乱暴な行為に目眩がする。上半身を激しく捩って彼の行為から逃れようとするが、長い舌が汗の浮いた首筋をなぞり、思わず力が抜けてしまう。

「ごめんなさい……もう許して」

　激しい行為に彼の怒りを感じ取り、みずきは瞳を潤ませた。

「わかった。だからおとなしくしてろ」

「四ノ宮さん」

　彼はとても強引な人だった。そんな事実を、今更のように思い出す。

　数ヶ月の紳士的な態度で騙されていたが、再会した時もその後も、ずっとこんな調子で心と体をかき回された。何故忘れていたのだろう。

　最悪な再会だったのに。

　首筋をざらついた舌が蠢く。

　ブラの紐を押し下げて、乳房の上部が剥き出しになった。

　薄桃色の乳首を人差し指でそっとなぞられると、それだけで下半身が熱くなる。

　乳首はゆっくりと立ち上がり、秘裂から甘い蜜が滲み始めた。

「君のここ、俺の指が好きみたいだぜ」

　彼の二本の指がみずきの乳首をやわやわと弄る。

「ああ」

「こうしてほしかったんだろう？」

　いやらしい声で囁かれ、背筋にぞくぞくと震えが走る。

　肩口から取り去ったシャツをジャケットの上に投げ出すと、四ノ宮は性急な動きでキャミソールの肩紐を下ろした。

　乳房が半分剥き出しになる恥ずかしい格好にされてしまい、みずきは耳の裏まで赤くなってしまう。

「誰か来ます……」

「鍵をかけているから大丈夫だ」

「でも……」

「……見たい奴には見せつけてやればいい。別に俺はかまわない」

「そんな……」

　声音から本気を感じ取り、みずきはびくりと身を震わせた。

　ふわり、とブラが宙に浮き、胸を締め付けていた圧力が取り去られる。

　こんもりとした双房が捻るようにして愛撫される。

「ふう……く……ん」

　乱暴な行為なのに痛くはない。それどころか……。

「ああん……はあ……」

　声が明らかに甘くなってきた。

　突起が固く隆起する。

「嫌がってるのに感じるなんて、君は本当にいやらしい女だよ」

　揶揄する声で囁かれ、羞恥心に身悶える。

　右手が乳房から離れていき、おもむろにタイトスカートをずり上げた。

　そして、ストッキングが引きずり下ろされる。

「やっ……はあ……ああ……」

　薄いレースのショーツに包まれた、小さな尻があらわになり、みずきは思わず悲鳴をあげた。

「可愛らしい尻だ。肌触りもいい」

　大きく開かれた手のひらが臀部を上下する。ショーツがその刺激で中央へと集まり、秘裂から尻穴まで続く一本の線のようになってしまう。

「お願い……やめて……」

　信じがたいほど淫らな格好に、みずきの目に涙が浮かぶ。

「こんなに濡れて……もう下着がベトベトだぞ」

　ショーツの端をつまんで動かしながら、四ノ宮は背後からみずきの耳を甘噛みした。

「ああ……や……」

　音を立てて首筋を吸い上げられる。肌にゾワゾワとした感触が走り、思わず嬌声を上げてしまう。

　ショーツの脇から溢れるいやらしい蜜が、彼の衣服を汚していく。

　スラックス越しに感じる彼のものが、硬くなっていくのがわかる。

「ほら、触れてみろよ」

　彼がみずきの手を己のものへと導いた。

　布を突き破りそうに膨張した屹立に、みずきは恐れを感じ、首を捩って彼を見つめた。

「君を思ってこんなになってる……鎮めてくれよ」

「えっ……」

「ほら」

　四ノ宮は前をくつろげ、無理やり屹立を握りこませた。

「や……」

　滑った感触が指先から伝わってくる。先端から粘着質な液体が滲み出しているのがわかった。

「こう見えてもな、俺は結構落ち込んでるんだぜ。それなのに、君がそばにいると俺のモノは勃つ……どうしてだろうな」

　自嘲気味な声。

「知らない……」

　子どものむずがる時のような、舌っ足らずな声で言いながら、みずきはフルフルと頭を左右に振った。

　みずきの手を挟み込むように上から握られて、硬い塊が手のひらに密着する。

「いや……」

　隆起する男根に恐れを感じ、喉がひくりと音を立てた。

「何をビビッてんだよ。今からこれを入れるんだぞ？　大きさは……もう知っているだろう？」

　揶揄する声でそう言われ、みずきは悲しくなってくる。

　こんなふうに彼を横暴な態度にさせてしまったのは自分だ。

　しかし、時間は巻き戻せない。

「ほら、扱けよ」

　四ノ宮の手がゆっくりと上下し、手のひらの刺激で皮がめくれる。

　猛りきった屹立が熱を帯びる。

　淫らな肉塊がより硬度を増していく。

　押さえ込まれていた手が離れ、屹立がショーツ越しの割れ目へと押し当てられた。

「ああ……や……」

　濡れそぼったショーツが、男根とともに媚肉へとめり込む。

「うう……う……」

　割れ目がしっとりと湿っていく。

「四ノ宮さん……恥ずかしい……」

　女にとって最も敏感な箇所に、濡れた布が擦れ、疼くような痺れを体全体に走らせていた。

「だめ……」

「そうか。これでは刺激が足りないか」

　ふいに両脇を持たれて床に下ろされる。

　ショーツが一気に下ろされた。

「やだ……」

　あらわになった淡い茂みを両手で隠し、みずきは内股で身をよじる。

　しかし、ショーツを片足ずつ抜かれ、今度は正面から四ノ宮の体をまたぐようにして抱き込まれた。

「ああ……お願い……」

　秘裂に屹立があてがわれる。

　濡れそぼった割れ目は、つるりと固い男根を弾いてしまう。

「こらこら。いけない子だ」

「や……」

　丸い尻を両手で割り開き、四ノ宮は屹立を再び恥ずかしい箇所へとあてがった。

「あああ……」

　滑った先端が襞を大きく引き伸ばし、めり込んでくる。

「やあ……は……入ってくる……」

「心より体のほうが正直だな。濡れまくってるぜ」

「そんなこと……言っちゃ……いや……」

「ほら、もっと深く入れてやるよ」

　みずきの細い腰を両手で挟み持ち上げると、手を離し、四ノ宮は屹立の上にみずきの体を落とし込む。

「ううう……ん……はう……うっ……」

　柔襞にぐっと屹立が突き刺さる。

　のたうつように背中をのけぞらせると、背中に回った手に力がこもり、ぐっと引き寄せられた。

　あまりにも激しい官能に、みずきは妙なる声で鳴き始める。

「ああ……は……う……ん……や……はっ」

　粘着質な液体が、体内の奥深くから滲み出し、太ももをぬらぬらと汚していく。膣がみちみちと逞しいものに塞がれていき、彼の鼠径部に触れたクリトリスは赤くいやらしく熟していく。

「はあ……う……」

　四ノ宮の首筋に顔をうずめ、みずきは荒い息を吐く。

「随分気持ちよさそうだな。みずき」

　根元まで剛直を埋めながら、四ノ宮は囁きかけてきた。

「んん……うう……ふう……うう……」

　久しぶりに味わう男の味に、みずきは身悶える。

　彼に抱かれるのはまだ二度目だ。

　しかし、四ノ宮が慣れているせいかもう痛みはほとんどなく、ただ狂おしいほどの快感だけが絶えず与えられている状態である。

　感じやすい突起をつままれ、目の縁が赤く染まっていく。

　甘く濡れた声で悶えながら、みずきは彼の男根が濡れそぼった粘膜を押し開き、内部をかき回すのを感じていた。

「自分で腰を使ってみろ」

　冷徹な声で命じられ、みずきはいやいやと首を振った。

「できないなら、もう、動いてやらないぞ」

　卑猥な蜜を滴らせながら、みずきは高められ放置された官能を持て余し、尻たぶを真っ赤に染め上げた。

「うう……」

　ずるり、と屹立が抜かれ、全裸のまま横抱きにされる。

　そして、ソファの上に運ばれて仰向けにされた。

「待って……」

　今更ながらここが社長室だったということに気がつき、みずきは羞恥に体を震わせる。

「なんだよ」

「誰か……来ます……」

「知るかよ」

　両足を極限まで開かれて、ぱっくりと開かれた秘裂に指があてがわれた。

「や……見ないで」

　さっきまで彼の逞しいものを食み、強い官能を与えられていたそこは、新たな刺激に反応し、淫らな収縮を繰り返す。

「君のここ、俺のものを欲しがってる。本当にいやらしくて可愛らしいな」

　中指を蜜壺へと浸しながら四ノ宮は感に堪えぬ、という風につぶやいた。

「そんなこと言わないで」

　指が増やされ、中でぐっと折り曲げられる。

「いやっ……」

　肉襞が一気に収縮するのがわかった。

　気持ちはいいが、さっきまで受けていた官能と比べると、あまりにも弱い。

　もっと太くて熱いもので、体の中心を貫いてほしい。

　腰が自然に揺れていく。

「ん……」

　みずきは四ノ宮の首筋にすがりつき、濡れそぼった秘裂を彼の腹部へと押し付けた。

「欲しいのか？」

　もう隠しようがない。

　みずきは恥じらいながらこくこくと頷く。

「その顔……一度鏡で見てみるか？」

　揶揄する口ぶりに、みずきは耳の裏まで赤くして身悶える。

　入り口にあてがわれた屹立を肉襞が激しい収縮で歓迎する。

　みずきの尻を四ノ宮が左右に割り広げる。

　するとさらに結合が深くなり、欲棒は極限まで奥へと進んでいく。

「い……はあ……ああ……ん……」

　体内を串刺しにされ、蜜壺は屹立にみちみちと押し広げられた。

「うう……」

　男の昂ぶりが内部でさらに膨張する。目の裏に白い星が瞬き、肉壁が切り裂かれるような痛みを覚え始めた。

　粘膜が鋭くどっしりとしたものに削られていく。そして、うっとりするような快感がみずきの体を弛緩させた。

「君のここ、すごく締め付けてくる……」

　耳たぶを甘噛みしながら囁かれ、羞恥心に頬がピンク色に染まる。

「なあ、本気か？」

「ううっ……ん……」

「本当に別な女のものになってもいいのか……」

「ああ……は……ああ……ん」

　両足を極限まで開かれて、太い茎が最奥をぐい、と抉っていく。

「は……んん……」

　半開きになって喘ぐ唇が、薄い唇に塞がれた。

　ずるりと肉塊が抜き出され、角度を変えてまた突き入れられる。

「ああああ……！」

　膣がぶるりと震え、粘膜の擦れ合う淫らな音が、部屋の中に響いている。

　すぐに屹立は抜き出され、そしてまた入れられた。

「はう……ああ……んん……ああ……」

　次第に激しくなるピストン運動に、体の奥深くがとろけそうになっていく。

　甘い蜜がたらたらと下腹を汚す。

　はしたなく開かれた肉壁は、男のものを逃がすまい、とぎゅうぎゅうに締め付けていた。

「君は俺を試してる。それがどれほど残酷か、少しはわかれよ」

　激しくみずきを穿ちながら、四ノ宮は寂しげにつぶやいた。

　灼熱の楔を打ち込まれ、強い官能に翻弄されながら、みずきは目尻に涙を浮かべる。

　もう今は、与えられる官能の波に耐えることで精一杯だ。

　剥き出しになった胸が、彼の筋肉質な胸に押しつぶされる。

　猛々しい肉棒が初めての場所に当たり、凄まじい快感が全身を貫いた。

「ああ……っ……はう……ああ」

「なるほど、ここがいいんだな」

　四ノ宮はそうつぶやくと、同じ箇所を何度も責め始めた。

　激しい抽送が繰り返される。

　みずきの右足は彼の肩上に持ち上げられ、気持ちのいい箇所が的確に攻略されていく。

「すごいな。どこもかしこもベトベトだぞ」

　意地悪な声で揶揄されて、恥ずかしくていてもたってもいられなくなる。

「そんなこと……言わないで……ください」

　耳の裏まで赤くして、みずきはそう訴えた。

「こんなになっているのに、まだ恥ずかしいのか……君は、本当に可愛いよ」

　彼が何かを囁きかけた。

　激しくなるピストン運動に翻弄され、頭の中がぐちゃぐちゃになる。

　繋がった箇所からずちゅりという、淫らな水音が鼓膜に響く。

　彼は円を描くようにして腰を回していた。

「ふ……ん……は……ああ」

　喘ぎながらみずきは近距離にある彼の瞳に目をやった。

　泣き濡れた自分の顔が映っている。

　それを見ると胸が苦しくなった。

「もうだめ……ああ……もう……」

「なあ……俺を、好きだと言えよ」

　赤らんだ頬を、この上なく優しい手つきで撫でながら、四ノ宮は話しかけてきた。

「や……やあ……」

「……言えないなら、もう、しないぞ」

　そう言いながらも彼は汗にまみれた体を抱きしめ、激しい抽送を繰り返す。

「好き……」

　激しくすすり泣きながらみずきはそう口にした。

「もっと大きな声で」

「好き……」

　肢体をくねらせながら声のボリュームを上げてみる。

　みずきの中で、彼の欲棒がさらに大きく固くなった。

「……嘘でも……そう言われると胸が震える……俺も大概情けないな」

　自嘲気味につぶやくと、四ノ宮は再び激しい突き上げを開始した。

「はあ……っあ……ああ……はう……ああ」

　猛りきった屹立はしっとりととろけた蜜壁を擦り、粘着質な愛液を搾り取りながら、みずきを高みへと押し上げていく。

　右足が下ろされ、背中に彼の両手が回った。

　体が小刻みに痙攣する。つま先がピンと反り返り、みずきは絶頂に達していた。

　白濁が体内に広がる気配がし、やがて屹立が抜き出される。

　荒い吐息ごと、彼の唇に吸い込まれ、みずきはそっと目を閉じた。

















七話












　翌日は悩んだ末、定時に出勤した。

　四ノ宮はまだ来ていなかった。

　時計が進むのがやけに短く感じられる。

　どんな顔をして彼に会えばいいのかわからないが、休むという選択肢は浮かばなかった。

　どんなにいびつでも、この関係を終わらせるわけにはいかない。










　花瓶の水を換えながら、みずきは昨夜のことを考えていた。

　二度目の狼藉に及んだ四ノ宮に対して、不思議なほどに怒りはない。

　ただ、すぐそこの未来に確実に生じる気まずい空気をどうやり過ごすか、そればかりをみずきは考えていた。

（そうやって問題から逃げ続けて……これでいいと思ってるの？）

　頭の片隅で心の声が響いてきたが、聞こえない振りをした。

　自分は彼の秘書なのだ。

　仕事を全うしていればいい。いつか……彼もわかってくれる。

　しかし、四ノ宮は定時になっても現れなかった。






　何の連絡もないまま十一時になる。不安がこみ上げてきた。

（……何かあったのかしら）

　連絡するべきだとは思うが、昨日の今日なのでためらいがある。

　しかし、我慢できなくなりスマートフォンを取り出した時、ちょうど着信音が鳴り、彼の名前が表示された。

　心臓がドキッと音を立てる。急いで液晶ボタンをタップした。

「はい。上原です」

　震える声で伝えると、

「……今どこだ？　会社か？」

　生声よりトーンの低い彼の声が聞こえてくる。

　その声を聞いただけで、なぜだかみずきは泣きそうになっていた。

「はい」

「……そうか」

　みずきが出勤しているかどうか、疑問だったのだろう。ほっとしたようなため息が聞こえてくる。

「あの……」

　みずきは彼に、傷つけてしまったことを謝ろうとした。しかし、彼の声がその上にかぶさる。

「連絡が遅くなったが今日から出張だ。帰るのは、そうだな……明後日を目処にしといてくれ。今日と明日のアポ先には全て連絡しといたから、君はもう帰っていいぞ。二日間の有給休暇だ。俺のいない間、たっぷり羽を休めておけ」

　何かを吹っ切ったような、さばけた口調だ。

　やはり出張とは口実のようだ。

　三日のインターバルをおけば、互いの感情も今より落ち着く。

　それを狙っているのだろう。

（……私たちの関係も元に戻る……たぶん……きっと……）

　ほっとしたような肩透かしなような、複雑な感情がせめぎあう。

「あの、出張先はどちらですか？」

　さりげなくみずきは尋ねてみた。

「京都だよ」

（京都……？）

　何かが胸に引っかかりみずきは考え込んだ。

（そうだ。一ノ瀬社長はたしか京都の方だった……）

　つきん、と胸に痛みが走る。

「もしかしてお見合いですか？」

　思わず早口で尋ねていた。

「まあな」

　開き直ったような明るい声。

「昨日はしないって言ってたのに……」

　思わず責めるような言い方をしてしまう。

「君のアドバイスを聞いたんだよ。ビジネスのことを考えろと言っただろう」

「それは……」

「試してみなきゃわからない。たしかにそうだ。もう俺は君を口説かない。君を苦しめるだけだとわかったからな」

　憑き物を落としたような、清々しい口ぶりで四ノ宮は言った。

「それじゃあ、また」

　着信が終わる。

　みずきがまだ会話を続けたがっているのはわかったはずなのに、今までの四ノ宮を思えば、あまりにもそっけない態度だった。

　みずきはスマートフォンを握りしめたまま立ちすくんだ。






　四ノ宮に有給をもらったものの、すぐ帰る気にもなれず、みずきは椅子に座り込んだ。そのまま胸の痛くなるような数時間が過ぎる。

　四ノ宮のことが頭から離れない。

　お見合いは一体いつなのだろう。

　写真で見た美しい女性の顔が頭に浮かぶ。

　綺麗で淑やかそうで、セレブで……自分とは全然違う世界の人。

　四ノ宮にはとてもお似合いだと、写真を見た瞬間、たしかに思った。

「もし二人がうまくいったら……祝福しなきゃ」

　口にした瞬間、手の甲に大粒のしずくが落ちた。

「あれ……？」

　さらにパタパタっと床に水滴が落ち、初めて自分が泣いていることに気づく。

　慌ててハンカチを取り出すが、拭っても拭っても涙は止まらない。

（私ったら、何をしてるんだろう……）

　自己嫌悪でいたたまれなくなった時、ノックの音がした。

「はい」

　条件反射でつい返事をしてしまい、ドアが開くと同時に後悔した。

「竹下さん……！　こんにちは」

　泣き濡れた顔を背けながら、みずきは現れた人物に頭を下げる。

「こんにちは。今、昼休みだよね。あれ？」

　笑顔で話しかけてきた竹下は、泣いているみずきに、両目を丸くした。

「ごめん、もしかしてやばいとこに来ちゃった？」

「いいえ、大丈夫です」

　みずきはハンカチをしまい、立ち上がった。

「えっと四ノ宮は……」

「留守なんです。京都に出張で」

「京都？　そういえばパーティーで京都の社長に随分口説かれてたな。娘と一度お見合いしてくれって。もしかしてそのために行ってたりして」

　その言葉を聞いてみずきの目から大粒の涙が溢れ出る。

「わわっ。もしかして図星なの？　マジかよ。あいつも罪だよな」

　みずきの表情で全てを悟ったらしく、竹下は同情の眼差しをみずきに向けた。

「泣いてたこと……四ノ宮さんには内緒にしてください」

　鼻をかみながらみずきは訴えた。

「けど……」

「お願いします」

「わかったよ。ところで、あいつ、どこに泊まってんの？」

「聞いてません」

「ちょっと待って」

　竹下はスマートフォンを取り出た。

「四ノ宮？　俺。お前さ、顔を見に来たのにいないじゃん。明日から俺、またニューヨークだぜ」

　どうやら四ノ宮にかけているらしい。

　竹下の携帯からかすかに漏れる彼の声に、心臓が切なく軋む。

　竹下はスマートフォンを耳と肩の間に挟むと、手帳に何か書きつけた。会話を続けながら一枚破ってみずきに渡す。破り取られた一枚には、ホテルの名前と住所が書かれてあった。

「行ってあいつを止めてくれば？」

　電話を切ると、竹下はみずきに向き直った。

「でも……」

「政略結婚なんてあっという間に決まっちゃうもんだよ。迷ってる時間はないと思う」

「……」

　みずきは無言でメモを見つめた。

「四ノ宮の君に対する本気さを知ってるからさ、できればうまくいってほしいんだよ。ま、無理強いはしないけど……よーく考えてみな。決めるのは君だ」

　部屋を出て行こうとした竹下は、ドアの直前でくるりとみずきを振り返った。

「何かが君を壁の中に閉じ込めてるみたいだね。僕の妹もそんな感じだし、何となくわかる……でも壁を出る勇気を持たないと、人生はあっという間に流れちゃうよ」

「竹下さん……」

「時間と縁を大切にね。じゃあ、また」

　ドアが閉まり靴音が遠ざかる。

　みずきはうなだれ、そして顔を上げた。






　京都行きの新幹線に飛び乗ったのは、それから一時間後のことだった。

　ホテルはすぐに見つかった。

（……どうしよう。怒られちゃうかしら……）

　ここまで来たというのに弱気の虫が邪魔をする。

　彼はみずきに対してまだ怒っているかもしれない。

　迷惑そうな顔をされたらどうしよう……。

　最悪な場面ばかりが頭をよぎり、どうしても足が前へと進まなかった。

　逡巡を繰り返していた時、ふと向かいのビルのロビーに設置された液晶モニターが目に留まった。

『前を向くあなたは美しい』

　そんなキャプションと共にどこか懐かしさを感じさせる顔が大映しになった。

（『シンデレラガール』のララミー・メリスだわ）

　そう気づくまでに少しの時間を要したのは、彼女が随分変化していたからだ。

　どうやら大手化粧品会社のコマーシャルらしい。

　ブロンドの美しい髪に艶のあるルージュ。

　赤いドレスがとても似合っている。どこから見ても知的で洗練された大人の女性だ。

　シンデレラガールの野暮ったい印象は微塵もない。

（なんて綺麗なの……）

　社会人になってからドラマや映画などの娯楽から遠ざかっていて、彼女の姿を見るのも久しぶりだった。

　ララミーの顔からみずきは目が離せなかった。

『壁を壊そう』

　キャプションが大映しになる。

（壁を壊す……）

　たしか竹下もそんなことを言っていた。

　目の前に、いきなり薄い膜に包まれた高い壁が現れた気がして、みずきは思わず目をこする。

　しかし、よく見ればもちろんそんなものあるはずがなく、目の前にはビルと、人波が広がっているだけだ。

（壁は自分の中にある……壊せるのは自分だけ）

　みずきの胸に強い感情が湧き上がってくる。

　みずきは、ホテルに背中を向け、たった今歩いてきた道を戻り始めた。






　受付に四ノ宮を呼び出してもらい、ホテルのラウンジで彼を待つ。

　しばらくすると四ノ宮が現れた。

　ビジネススーツ姿の彼がロビーを横切る。一歩の歩幅が長い、スマートな歩みを見ていると、それだけで胸が苦しくなる。

　四ノ宮はみずきの前をすっ、と通り過ぎ、訝しげに辺りを見回した。

　緊張に胸の鼓動が激しくなる。

　視線が合うが、すぐに通り過ぎていく。彼はまだみずきに気がついていない。

　みずきは彼に歩み寄った。

　10ｃｍヒールがカツカツと音を立て、胸の鼓動が速くなる。

「四ノ宮さん」

　名前を呼ぶと四ノ宮ははっとしたようにみずきに視線を戻し、涼しげな瞳を見開いた。
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「竹下さんにホテルの名前を教えてもらって……来ちゃいました」

　ここにいる理由を説明する間、心臓は割れそうなほど高鳴っていた。

「君か……これは驚いたな」

　四ノ宮はみずきの全身を一瞥し、腕を組んだ。

　まだ瞳の色に驚きが残っている。サプライズの成功にドキドキする。みずきは微笑みながらこう告げた。






「偽名で呼び出してごめんなさい……でも、私だって何度も騙されたからおあいこですよね」






　ＣＭを見てホテルから引き返したみずきが向かったのは、ブティックと美容院だった。髪をセットしてもらって膝丈のワンピースとハイヒールに着替える。

　ここ十年ほど同じ髪型と膝下10ｃｍのスカートで過ごしていた彼女にとって、このスタイルは大冒険だ。

　ファッションを変えたからといって、人生が変わるわけじゃない。

　ずっとそう思っていた。

　でも、たぶん……それは間違いだったのだ。

　数時間前に、美しく変身したシンデレラガールを目にした時、頭のスイッチがカチッと音を立てて入った気がした。

　できることから変化しよう。

　そして彼の前に立ってみよう。

　勇気を出そう。ハリウッド女優に自分を重ねるなんて、おこがましい。

　でも、精一杯背伸びした装いが、変化が、臆病な自分にきっと勇気を与えてくれる。

　そう信じてみることにしたのだ。






「なんだよ。随分綺麗じゃないか」

　最初の衝撃から立ち直ったらしく、四ノ宮はふっ、と微笑んだ。

　いつもなら、こんなふうに褒められると、苦虫を噛み潰したような顔で否定していた。

　でも、そんなことはもうやめた。

「ありがとうございます」

　軽やかに礼を言い、みずきも彼に微笑み返す。

「その格好は、俺のため？」

　揶揄する声に笑顔で頷く。

「はい」

　もう……心を偽ったりしない。






「四ノ宮さんにお願いがあってきたんです」

　みずきは改めて彼に向き直った。

「なんだ」

「ひとつ目……お見合いはやめてください」

　四ノ宮は顔色ひとつ変えずに頷いた。

「わかった。次は」

「二つ目は……」

　勢いで言ってしまおうとみずきは思った。それなのになぜだか言葉に詰まる。

「あとひとつは……」

　ぎゅっと拳を握りしめる。

　緊張で耳の後ろまで赤くなっていく。

　彼は腕を組み、無言でみずきの言葉を待っている。

　今まで何度となく彼に手を差し伸べてもらった。

（今度は自分が、動く番……さっき、そう決めたじゃない！）

　ふう、と大きく息を吐き、みずきは四ノ宮の目をまっすぐに見つめた。

「あなたのことが好きです……今まで意地を張ってごめんなさい……」

　彼の両目が大きく見開かれる。

「私と付き合ってくれませんか……あっ」

　言葉を言い終わる前に、距離を縮めてきた彼に、ぎゅっと抱きしめられていた。

「四ノ宮さん」

　温かい胸に頬を押し付けながら、みずきは彼の名前を呼んだ。

「イエスだよ。そんなのわかってるだろ」

　頭頂部に彼の顎が当たっていて、くぐもった声が耳殻にじんわりと響いてくる。

「……良かった……私、間に合ったんですね……お見合いなんかして、お嬢様を好きになっちゃったらどうしようかと……とても美しい方だったから……」

　心の底からほっとしてつぶやくと、四ノ宮がくすりと笑う気配がした。

「あのな、俺はお見合いなんかしないよ。京都に来たのは社長に直接会って断るためだ」

「え……？　でも……」

「君ってすぐに騙されるんだな……俺は昔も今も君一筋なんだよ」

「……でも、もう口説かないって……」

「押すばかりじゃ芸がないからな。たまには引いてみようと思っただけ」

（それじゃあ私、こんなに慌てなくて良かったの？）

　一瞬そんな風に思ったが、すぐに考え直す。

（ううん。こんなことがないと、勇気が出なかった……そう。これで良かったんだ……）

　周囲がざわついてきた。

　ただでさえ目立つ四ノ宮が衆人環視の中、ラブシーンを繰り広げているのだ。

　視線を集めるのも当然だと思う。

「四ノ宮さん、見られてます……」

　小声で教えると、四ノ宮は「それがどうした」と首をかしげた。

「恥ずかしいです……」

　小声でさらに訴えると、四ノ宮は目尻に皺を寄せて笑い、みずきの頭をそっと撫でる。

「やっと欲しかった言葉をもらえたからな。多少は見せびらかしたいんだよ」

「じゃあ、わざと？」

「……まあな」

　照れ笑いを浮かべる彼の姿に、思わず笑みがこぼれてしまう。

（……いつも冷静な人なのに……子どもみたい……）

　それくらい、深く思ってくれているということだろうか。

　胸の中が締め付けられるように痛くなってくる。喜びが胸のコップから溢れ出る時、痛みが伴うなんて、今までちっとも知らずにいた。

「……部屋に来いよ。抱いてやるから」

　耳元で囁かれる、あまりにもストレートな物言いにみずきの胸は大きく跳ねる。

　やっぱり四ノ宮は四ノ宮だ。自信に満ち溢れている。

「返事は？」

　試すように見つめられ、言い訳なんてできそうもない。

　両思いになったとはいえ、心をさらけ出すのはまだ恥ずかしい。

　だけど……。

「……早く……抱いて……ほしいです」

　恥じらいに頬を染めながら、みずきはそう囁き返した。






　エレベーターに乗ると同時に大きな体に抱きすくめられる。

　恐る恐る彼の顔を見上げると、激しく唇を吸われてしまう。

「んん……ん……」

　魂まで吸い取られそうなほど激しいくちづけ。

　唇が開かされ、舌が入ってくると同時にみずきも己のそれを差し出した。

　舌と舌が絡み合い、互いの唾液が混ざり合う。

　それだけで下腹が熱くなり、こみ上げる興奮に喉の奥がゴクリと音を立てる。

　扉が開く寸前に体が離れ、今度は肩を抱き込まれた。

　初めて抱かれた時のことを思い出し、心臓がバクバクと音を立てる。

　部屋に入るとお姫様抱っこでベッドまで運ばれた。

　宝物を扱うような慎重な動作でベッドに横たえられ、美しい瞳がみずきを見下ろす。

「改めて……その格好、よく似合ってるぞ。君のセンスで選んだのか？」

　しげしげと眺められ、みずきの胸の中に喜びがこみ上げてきた。

「笑わないでくださいね。ララミー・メリスのイメージで揃えたんです」

　恥じらいながら打ち明ける。

「ララミー・メリス……シンデレラガールか。なるほど」

　四ノ宮は納得したように頷いた。

「……モニターに彼女のコマーシャルが流れていたんです……久しぶりに見て素敵だなって思って……私もこんなに素敵な人になりたいな、って思ったんです」

　四ノ宮は懐かしそうに目を細めた。

「……どうして君を好きになったか、そういえば言ってなかったよな」

「……はい」

　本当は竹下から聞いている。しかし、四ノ宮自身の口から聞きたい、とみずきは思った。

「新歓コンパの日、酔っ払って吐いた子がいただろ。君は顔色ひとつ変えずに手のひらでそれを受け止めたんだ。そしてトイレに連れてって、ずっと出てこなかった。背中を擦ってもらってたって、後でその子に聞いたんだ。おとなしいのに、強くてとても優しい子だなって、その時に好感を持った。そしたら数日後に見たシンデレラガールに同じシチュエーションが出てきたんだ。二時間ずっと君を見ているような気がして……完璧にキャラクターと重ねていたんだな。映画館を出た時には、はっきりと君への恋心を意識していた」

「そうだったんですか」

（似てたのは見た目じゃなくて、役の性格だったんだ……）

　竹下から聞いた話とはかなり違うが、みずきはとても嬉しかった。

「君はいつも見えないところで人に親切にしてただろ。そういう優しいところがたまらなかった。だけど、追えば追うほど君は逃げて……自分のやり方が下手だったのか、それとも俺に魅力が全然ないのか、これでも結構悩んだんだぞ」

　苦笑しながら告白され、みずきは目を丸くする。

「……四ノ宮さんはいつも自信たっぷりで……そんなふうに思っていたなんて全然わかりませんでした」

「強がりに決まってるだろ、好きな相手に拒否されて、落ち込まない男なんているかよ」

　吐露された本音に熱いものがこみ上げてくる。

「ごめんなさい……」

「謝るなよ。やっと宝物を手に入れて、俺はかなり舞い上がってるんだから」

　再び熱い瞳で見つめられ、胸が高鳴る。

　長い指先が背中のファスナーを下ろす。

　白い肌が剥き出しになり、優しい指がその上を這う。

「焦らされた分だけ楽しませてもらう。覚悟しとけよ」

　にやりと笑いながらワンピースを脱がせ、四ノ宮は薄桃色のショーツに手を伸ばした。

　これも京都で買ったものだ。繊細なレースの施された布面積の狭いこのショーツに足を通した時から、彼に脱がされることを想像して、ドキドキしていた。

「濡れてるな。下着がもう湿ってる」

　恥ずかしい指摘に頬を赤らめ、みずきはぎゅっと目を閉じた。

　無防備な太ももが撫でられて、じんわりとした快感が触れられた箇所から体全体に広がっていく。

「よしよし。いい反応だ」

　赤子をなだめるような甘ったるい声で囁くと、四ノ宮は慣れた手つきでブラを取った。

「ああ……」

　締め付けを失った胸が冷たい空気を受けて震える。

「ん……」

　桃色の乳首が指に挟まれ、じわじわと撫でられる。

　鷲掴みにされた乳房は男の手によって様々な形に変化した。

「初めて見た時から、可愛い乳首だと思ってた。色といい、形といい……純粋な君のイメージどおりで、本当に食べてしまいたいほど可愛らしい」

　乳房を絞り上げるようにして揉み込むと、四ノ宮は立ち上がった乳首を口に含んだ。

「はう……ああ……ん」

　鋭い快感が走り、ショーツがベトベトに濡れてしまう。

　乳輪を広げるような動きで舐め溶かされ、強く吸い上げられる。彼の言葉通り、食べるような舌使いだ。体がしっとりと汗をかく。舐められている箇所から、快感が広がっていく。

　左側の乳首を攻略した後は右に唇が寄せられる。

「ああ……は……」

　白い喉を反らせて快感に耐える。

「俺の口によく馴染むな……ずっとしゃぶっていたくなる」

「ああ……ああ……」

　たっぷりと時間をかけて乳首を舐め、いやらしい舌は丸い乳房へと移っていく。

「うう……」

　カタツムリのような舌が感じやすい箇所を這い回るたび、体がピクンピクンと痙攣する。

「ふ……ああ……はう……うう」

　気持ちがいい。

　雲の上を歩いていくようなふわふわとした幸せな気持ちに包まれて、みずきは妙なる声を漏らし続けた。

　快感が体を走るたびに、愛する人に触れられる、無上の喜びに心が震える。

「胸、少し大きくなってきたんじゃないか？　俺のおかげか？」

「それは……変わらないと思いますけど……」

　喘ぎながら真面目に答えると、彼は思わず吹き出した。

「冗談だよ。君は反応が面白いな」

「……すみません。子どもっぽくて……」

「いいや。可愛い」

　語尾が奇妙に甘くかすれる。

　丸く膨らんだ二つの丘が、汗でしっとりと濡れ始めた。

　四ノ宮の右手が腰のラインをなぞっていく。

「あっ……」

　一番細い部分をなぞられて、体がひくん、と跳ねてしまう。

「感度がいいな。手触りも最高」

　嬉しそうに言いながら、四ノ宮はショーツの裾をずり上げて、指先を蜜の溢れる秘裂に添えた。

「ふあ……あん……は……ん」

　いたずらな指が、ベトベトになった割れ目を弄る。

　心が彼を受け入れているので、体もそれに応じてほころんでいるらしい。

　今まで以上にはしたない様相を呈している下腹部に、羞恥心を覚えながらも、みずきは喜びの声を上げ続けた。

「こんなに開いて……俺のが欲しいか？」

　肉びらを弄びながら、彼が囁きかけてきた。

　耳たぶに彼の吐息がかかり、心臓がせり上がりそうになってくる。

（こんなに濡れたら……嫌われてしまうわ……）

　膣に力を込めて堪えようとするがままならない。

　彼の指先がみずきの愛液を掻き出すたびに、ぐちゅぐちゅといやらしい音が部屋の中に響く。

　蜜壺から溢れる液で尻たぶまでもがぬらぬらとてかり始めていた。

「いやらしい匂いがする。甘い花のような香りだ」

　第一関節までを秘裂に埋めて、四ノ宮は小さく嘆息した。

　自分では自覚がないが、これだけ濡れていれば香りが出るのも仕方ないと思う。彼の体からも獣じみた匂いが届いている。

　秘裂を優しくほぐしながら、乳房を揉む行為が続けられた。

「うう……ん……く……ん」

　鼻先から息が漏れ、下肢がピクピクと震える。

　乳房と秘裂から四ノ宮の手が離れ、ショーツの両脇へと移動した。

　じわじわと押し下げられ、淡い茂みがあらわになる。

「あん……」

　散々弄られて濡れた箇所が、男の目前に晒されて、みずきは激しく身悶えた。

「何度見ても綺麗な体だ……今日はいつもより強くするぞ……いいだろ？」

「いい……です」

　こくこくと激しく首を振りながら、みずきはそっと目を閉じる。

　焦らすようにゆっくりとショーツが下ろされて、羞恥心が止まらない。

　震えるクリトリスがつままれて、凄まじい快感が脳天までを突き抜けていく。

「いや……お願い……焦らしちゃ……ああん」

　切なげな喘ぎ声を漏らしながら、みずきは腰をゆらめかせる。

　ショーツが足首から抜き出され、みずきは思わず己の秘裂を両手で覆った。

「おいこら、何をしてる」

　呆れたような声で言われると、四ノ宮はみずきの手首を握り、万歳の形で持ち上げてしまう。

「君な、この期に及んでいやだとか言うなよ」

「いやじゃない……いやじゃないけど……」

「いやじゃないけど、なんだよ？」

　口の端にくちづけながら、四ノ宮は不満げな声をあげる。

「見られると……まだ……恥ずかしくて」

　途切れ途切れの声でそう言うと、四ノ宮の動きが一瞬止まった。

「四ノ宮さん？」

　恐る恐る彼の目を見上げると、頬が少し赤くなっているのに気がついた。

「君な、可愛すぎるだろ。いつになったら慣れるんだよ」

「だって……それは……」

　たしかに今までにも四ノ宮と体を交わしている。

　だが、心を伴った性交は初めてなのだ。

　どうしても緊張してしまう。

「……君のことが、本当に好きだよ」

　思いのこもった声でそう言うと、唇にちゅっと音を立ててキスされた。

「ふう……」

　すぐに唇が離れていき、両足が左右に開かれる。

　濡れそぼった秘裂に生温かい舌があてがわれ、上下した。

「はあ……ああん……あうっ……」

　いやらしく技巧に長けた舌の動きに、一瞬でみずきの理性が吹き飛んでいく。

「ああ……ああ……」

　ざらついた舌が粘膜を擦り落としていく。

　襞の一枚一枚を広げるような優しい愛撫に体の中がとろけそうだ。

　四ノ宮は舌を尖らせて、ゆっくりと蜜壺へと差し入れていく。

「うっく……ん……うう……」

　早くもみずきは絶頂を迎えそうになった。

　しかし、すぐに抜かれ今度はクリトリスを転がされる。

「ああ……は……う……」

　例えようもない官能に、体が徐々にしなっていく。

　小さな玉が唇で吸われ、舌先で丹念に舐め転がされる。

　秘裂から染み出す愛液は、じゅるじゅると彼の唇の中に吸い込まれていく。

（もう……だめ……ああ……気持ちいい……）

　もう抵抗などできるわけもない。

　全身を貫く快感に早くも意識が朦朧としている。

　腰が揺れ、彼を誘うように動きを始める。

　水に濡れた尻たぶを、優しい手が這い回る。

「お願い……きて……」

　いつしかみずきは彼のものを求めて体を動かしていた。

　ねだるような声を止められず、目尻が赤く染まっていく。

　包皮を剥かれ剥き出しになったクリトリスはより赤く充血していた。

「ああああ……！」

　いきなり凄まじい快感が突き抜けて、みずきの体は激しく痙攣した。

「もう達ったのか？　堪え性がないな」

「やだ……ああ……」

　意地悪な声に抗うこともできず、みずきは小刻みな痙攣を繰り返す。

　まだ、入れられてもいないのに絶頂を迎えてしまうなんて……羞恥に震える彼女を見て、四ノ宮はくすり、と微笑んだ。

「どこもかしこもとろとろで……舐めると甘い蜜の味がする……これはもう絶対に手放せないな」

「私だって……離れません」

　深く唇を結び合わせ、頭の中が陶然とする。

　長いくちづけが終わると今度は彼の導きで四つん這いにさせられた。

　獣のようなポーズに恥じらい、思わず下半身をシーツの上に落としかけると、背後からの手に引き戻される。

「どこもかしこもまる見えだ……いい格好だな」

「そんなこと……言わないで」

「君の体はとても綺麗だ……それを今から証明してやる」

　きっぱりとした宣言の後、おもむろに尻へと舌が伸ばされた。

「や……え……？」

　思いがけない箇所への愛撫に、みずきは両目を見開く。

「やめて……そんなところ……恥ずかしいです」

「いいから、俺に任せろよ」

　弾力のある丸い尻を、ぬめった舌が這い回る。

「ひあ……ふ……く……ん」

　奇妙な感覚が湧き上がり、みずきの心臓はドキドキと早鐘を打つ。

　桃の形に似た尻たぶが隅々まで舐められ、あまりの気持ちよさに身悶えする。

　四つん這いの獣のようなポーズを取らされ、恥ずかしい箇所が丸見えなのに、感じるなんて信じられない。

　体の奥から熱い液体がこぼれていく。

　シーツを淫猥なしずくで汚しながら、みずきは背中をのけぞらせた。

　さっき達ったばかりなのに、また、達きそうになっている。

　唇が離れていき秘裂に熱いものが押し当てられた。

「やあ……はあ……ん……くう……」

　猛りきった彼のものが肉襞に押し当てられている。

「や……大きい……」

　思わず正直な感想が漏れる。

　思いが通じたとは言え、今まで以上に太く逞しくそそり立つ男のものに、本能的な恐怖を感じてしまう。

「力を抜け」

　背後から腰をしっかりと支え、四ノ宮はぐっと雄刀を差し入れた。

「はう……うう……」

　欲しい箇所に欲しいものが当たり、凄まじい快感を連れてくる。

「うぐっ……うう……」

　身も世もなく泣きながら、みずきは髪の毛を振り乱した。

　下側から抉るようにして貫かれ、体内にくすぶる官能の炎が煽られ大きくなっていく。

　昂ぶりが半分ほどみずきの体内に押し込まれた。

「ああん……ああん」

　唇を噛みしめてこみ上げる快感をこらえながら、みずきは全身の力を抜く。

　ずるりと肉筒が抜かれ、浅いところで抜き差しされる。

　とろとろと内壁を甘い蜜が垂れていく。

　焦らすような行為に喜びを感じ、みずきは大きなため息をつく。

「君の肉が俺のにまとわりついてくる……よっぽど気持ちいいみたいだな」

　背後から上半身を抱きしめ囁かれ、結合が深まった。

「く……んん……」

　最奥まで肉棒を押し込まれ、体全体が性感帯になったような強い快感を覚えてしまう。

　中で屹立をグリグリと回され、みずきは必死に腰を動かした。

　恥ずかしい音が部屋中を淫靡な色で満たしていく。

　乳房を鷲掴みにされて、激しく揉みしだかれた。

　ピストン運動が激しくなる。

　彼のものが抜き挿しされるたびに、えもいえぬ快感がみずきを襲い、どうしようもない気分になってくる。

「ううん……ひっく……ん……んん」

　声がすすり泣きに変わっていく。

　彼の指先が乳首に触れ、肉壁を猛りきった屹立が抉り取る。

「ああっ」

　繋がったまま彼は体を返し、みずきを膝の上に載せた。

　彼の体をまたぐようにして両足を開き、赤黒い茎を膣全体に頬張っている。

「ああん……はう……」

　汗の浮いた乳房をしゃぶりながら、四ノ宮は尻たぶに手を添え、腰を突き上げた。

「あああ……う……」

　背中を激しくのけぞらせ、気がつけば彼の肩口に顔を埋め、みずきは荒い息を吐いていた。

　ズブズブと淫らな音が聞こえ、蜜道を逞しいものが擦過する。

「見てみろよ。俺のをうまそうに飲み込んでる」

　下乳をべろりと舐めあげた後、四ノ宮はみずきの耳元に唇を寄せた。

「や……恥ずかしい」

「今更何言ってるんだ」

　余裕たっぷりな様子で腰を動かし、四ノ宮は笑った。

　真下から肉棒が突き立てられ、体はとっくにとろけきっている。

「ほら、見るんだ」

　恐る恐るみずきは視線を下に向けた。

　元々体毛が薄いたちで、恥ずかしい箇所を隠すものはあまりなく、狭い秘裂が男のモノに押し広げられ食い締めているのがはっきりとわかる。

「やだ……」

　耳の裏まで顔を赤くして恥じらうと、唇に音を立ててキスされた。

「……君の中は本当に気持ちがいい……病みつきになってしまいそうだ」

「そんなこと……言わないで……」

「今夜は一回じゃすまないぞ」

　意地悪な声で言いながら、激しい突き上げが繰り返される。

　彼の首筋に両手を回すと、胸と胸が重なり合い、早鐘を打つような鼓動が伝わってくる。

　どんなに冷静に見えていても、彼もこの行為に激しく感情を揺さぶられているとわかり、みずきは思わず泣きそうになった。

　汗と汗が混ざりあい、めくるめく官能に気が遠くなる。

「くうん……ん……はあ……ああ……ひ……」

　彼の指先が花芯を探り当て、二本の指でじわじわと弄り始めた。

「ああ……ああ……」

　野太い茎を体の中心に受け入れながら、繊細な花芯を指先で愛撫され、秘裂はたらたらといやらしい蜜を零し続けた。

「ああ……もう……無理……」

「もう音をあげるのか？　まだ夜はこれからだぞ」

　そんなことを言いながら、ぐっと太いものがみずきの肉体を串刺しにした。

　なんという気持ちよさだろう。

　みずきの下腹がぐっしょりと濡れ、シーツにはしたない染みを作っていく。

　まるで粗相をしてしまったみたいだ。

　時間をかけて慣らされた箇所が、淫らな収縮を始め、四ノ宮の形を覚えていく。

「ああ……ああ」

　激しい抽送に合わせて体を揺らしながら、みずきは絶頂が近いことを感じていた。

（もう、だめ……）

　そう思った瞬間、彼女の最も深い部分を張り詰めた肉棒が抉っていく。

　頭の中がぐるぐると回り、湧き上がってくる幸福感に身を委ねる。

「四ノ宮……さん……」

　いつしかみずきは彼の名前を譫うわ言ごとのように呼び続けていた。

「一緒に達こう」

「ううっ……うんっ」

　熱い吐息が耳の中に流し込まれ、次の瞬間には勢いのいい本流が内部へと注ぎ込まれる。

「あああ……」

　白濁をたっぷりと受けながら、みずきは淫らに腰をくねらせる。

　彼の全ては自分のものだ。

　もう、迷ったりしない。

　無駄な劣等感など捨ててみせる。

　激しく抱かれ、情熱を注ぎ込まれているのが自分だということに、この上ない喜びを感じながら、みずきはくったりと脱力した。

















エピローグ












「しかし、交際二ヶ月で結婚とは、驚いたな」

　新婚旅行先のニューヨークで会った竹下はそう言って柔和そうに微笑んだ。

「４年越しだからな。俺には遅いぐらいだよ」

　四ノ宮はそう言って、見せつけるようにみずきの肩を引き寄せる。

「はいはい。ごちそうさま」

　仲の良い二人に、竹下は肩をすくめ苦笑する。

　カフェの昼下がりに、穏やかな時間が過ぎていく。

　日本からの連絡が入り、四ノ宮は席を外した。

　竹下と二人きりだ。竹下にはずっと伝えたいことがあり、今がそのチャンスだとみずきは思った。

「竹下さん、ありがとうございます」

　みずきは心の底からそう言った。

「何が？」

　竹下は不思議そうに首をかしげる。

「竹下さんがニューヨークに立つ前、私に言ってくれましたよね。京都まで追いかけていくべきだって……結局あの後、私、そうしたんです。それで全てが変わったんです」

　竹下はみずきの話に耳を傾けながら、優雅な動きで紅茶を啜る。

「壁を壊せって、あの時竹下さんが言ってくれなかったら、もしかしたら私はあのまま、心の壁に閉じこもってました……四ノ宮さんの胸に飛び込む勇気が出たのは、竹下さんのおかげです。本当に、ありがとうございます」

　竹下は照れくさそうに頭をか掻くと、改めてみずきに向き直った。

「いや、それは違うよ、みずきちゃん」

「え？」

「僕は背中を押しただけ。君の壁を何度も何度も叩いて壊したのは、四ノ宮だからね」

「あ……」

「ね。そうだよね」

　そう言われて頭の中に今までのことが次々に蘇る。

　逃げ腰だった自分に、何度もぶつかってきてくれた、彼の勇気に感謝の気持ちが湧いてくる。

「……何を楽しそうに話してんだよ」

　話を終えた四ノ宮が戻ってきて、不審げな目を二人に向ける。

「秘密だよ」

　竹下の返事にムッとする四ノ宮がおかしくて、みずきは思わず笑ってしまった。






　ホテルに戻ると、四ノ宮はみずきを背後からきつく抱きしめてきた。

「……君が僕の妻だなんて、夢のようだな」

　思いのこもったかすれ声が、記憶の箱をそっと開く。

「……それ、以前も言われました」

「そうだったか？　いつ？」

「初出勤の時です。いつも私を見られて、嬉しいって」

「ああ。そういえばそんなこともあった気がするな」

　四ノ宮は覚えていないようだが、みずきには忘れられない一言だった。自分なんかのために、そんなふうに言ってくれる人がいるなんて、それまで思ってもいなかったから。

（そう。あれから奇跡のような日々が始まったのよ……今に続く、素敵な日々が……）

　くるりと体を反転させられ、深いキスが落とされる。弾力性のある舌が口腔をかき回す。

　みずきも必死になって自ら舌を差し出した。

　舌を吸われ、互いの唾液を交換し合う淫らなキスに、体が次第に火照ってくる。

　くちづけだけで達してしまいそうだった。

「君を抱くぞ」

　言葉を紡ぐほんの少しの距離だけ開けて、四ノ宮が囁きかけてきた。

「抱いて」

　頬を上気させながら、潤んだ瞳で四ノ宮を見る。

　目覚めた時も抱かれ、昼間も抱かれ、そして夜もきっと抱かれるのだろう。

　でもそれでも足りないと思えた。彼の全てを貪りたい。

　そして、貪り尽くされたい。

　彼の手がワンピースのファスナーを下ろす。

　ストンと衣服が床に落ち、キャミソールがたくし上げられる。

　背中を上下に撫でられて、体がどんどん熱くなっていく。

　もっといろんなところに触れてほしい。体の隅々まで愛してほしい。

　心までめちゃくちゃにしてほしい。

　何があっても離れられないほど、彼のことが好きだから。

　心臓が激しく脈打ち始める。

　ブラが取り去られ、二つの膨らみがすっぽりと彼の手の中におさまった。

「ん……」

　鼻にかかったような声が唇から漏れる。

　乳首がつままれ、指の腹で捏ねられる。触れられているところから体全体へと、赤みが広がっていく。

　円を描くように揉み擦られ、乳首はピンと立ち上がってくる。

　肌にぞくぞくした震えが走り、喉がひくりと音を立てる。

「は……」

　次第に力が抜けていくみずきに、四ノ宮は笑い、右手を下に下ろすとショーツの中に潜り込ませた。

「あ……っ」

　連日の性交ですでに潤みきっている秘部を、いたずらな指が撫でていく。

「自分から足を開いて」

　夫になった愛しい人は、そうみずきに命じてきた。

「こう……？」

　羞恥心をこらえながら足を開く。

「そう。いい子だ」

　中指がつぷり、と秘裂に浸され、浅いところを擦り始めた。

「あ……っ……ん」

　こんなじれったい愛撫はとても苦手だ。粘り気のある液体が、四ノ宮の指をいやらしく濡らしているのがわかる。

　なんて淫らな光景だろう。

　せめて早く動かしてくれればいいのに、焦らすような速度なのがたまらない。

「ね……もう……」

　四ノ宮の肩に取り縋り、みずきは上目遣いに訴える。

「気持ちがいい？」

　歌うように優しい声だ。

「いい……でも……」

「それは良かった。もっともっと気持ちよくしてやる」

　チュルン、と秘裂を指が撫で上げ、相手の肩に取り縋りながら、みずきは大きなため息をつく。胸と花芯が同時に弄られ、体が疼いて仕方ない。

　甘い吐息が絶え間なく漏れ、肉壁がしどけなくなっていく。

　一番感じやすい蕾を指先が捉え、みずきはくっと唇を噛んだ。

　じんわりとした指の刺激が与えられ、包皮が剥かれると同時に凄まじい快感が脳天を突き抜けていく。

「ああ……はあ……うう……く……ん」

　もう下腹はベトベトだ。

　愛液にまみれた蕾は赤く充血し、卑猥に痙攣を始めている。

　濡れそぼった秘裂は何度も収縮し、新たな刺激を求めていた。

　これ以上焦らされたら、きっとはしたなくねだってしまう。

「ねえお願い……焦らさないで……」

　気だるい快感を全身で味わいながら、みずきは苦しげに腰をゆらめかせた。

「リクエストにお応えする前に、今日は初めてのことをしてもらおうか」

　いたずらっぽい顔でそう言うと、四ノ宮は己のものを取り出し、みずきをベッドに座らせた。

「舐めて」

「えっ？」

「俺のを君の口で気持ちよくしてやってくれ……いいだろ？　ん？」

　四ノ宮の目は楽しげに細められていて、みずきは羞恥心に顔を赤らめる。

　しかし、恥じらってばかりはいられない。

　自分はもう、彼の妻になったのだから。

「……失礼します」

　みずきは律儀にそう言うと、瞼をぎゅっと閉じて、小さな口を開き屹立へと近づけた。

　舌先が先端に触れると、天に向かってそそり立つ、男の象徴がピクリと震える。

　鈴口からにじみ出ている塩辛い液を舌先で舐めとり、みずきはゆっくりと太い肉茎に舌を這わせた。

「おっと」

　筋の浮いた欲棒を舌の面を使って舐め上げた後、思い切ってそれを咥えた。

　彼のものはとても太くて、唇が裂けてしまいそうな不安を覚える。

「……感動だな」

　かすれ声が頭の上から降ってきた。

「君がこういう風にしてるところ、学生時代に何度も夢に見たよ。それが現実になってるんだな」

「んん……」

　口いっぱいに頬張っているため、返事はできない。

「ああ……最高だ」

　彼は満足気なため息をつく。

　もう何度も体を繋いでいるというのに、意外なほどの喜びようである。

　みずきはさらに深く彼のものを咥えた。

　先走りの液体が濃くなり、思わずむせそうになるが、我慢する。

　唇をすぼめて長い茎を締め上げると、四ノ宮は一瞬身じろいだ。

「うまいな……おいこら、そんなの、どこで覚えた」

　いつも冷静で、自分を追い上げてばかりの四ノ宮が、みずきの口技に感じて動揺している。

　その事実にみずきも感じてしまい、さっき散々弄られた秘裂から新たな蜜が溢れ出した。

　互いの官能が高まりあっている。

　息を乱した四ノ宮が、みずきの髪の毛を撫でている。愛しげな動きに、みずきの胸は熱く震えた。

　粘着度の高い液体が、どろりと口腔に流れてきて、四ノ宮はやっと腰を引いた。

「こほっ……んん」

　むせる唇にキスされて、そのまま体重をかけられベッドの上に仰向けになる。

「……君が欲しくて仕方ないよ」

　四ノ宮は少し体を起こし、ショーツを太ももまで押し下げると、右足を己の肘に乗せ抱えあげた。

　昂ぶりきった欲棒を、蜜でてらてらと光る秘裂へと押し当て、ぐっと腰を推し進めてきた。

「あああ……」

　待ち望んでいたものが与えられ、みずきの肉は強い収縮で歓迎した。

　にゅちゅりと卑猥な音を立て、四ノ宮のものが最奥を目指す。

「は……う……あ……熱い……」

　猛りきった男のものは、凄まじい熱を持って肉壁を抉り、内部を男の形へと変えていく。

「ああ……ああ」

　快感が強すぎて、だんだん息ができなくなる。腰が浮き、脳天まで突き抜けていく官能に肉体がとろけそうになっていく。

　これから先も、みずきはどんどん彼に変えられていくのだろう。

　大きな愛に包まれながら。

「うう……あう……」

　激しく穿たれ、唇にキスされる。

　抽送が激しくなるたびに、瞼の裏にいくつもの星が見え始める。

「う……は……ああ……んん」

　足がおろされ、乳首が柔らかくつままれた。

　彼の額に汗がにじみ出ている。

　快感に膨れ上がった子宮を、肉棒で思うさま突き上げながら、彼は手での愛撫をやめようとしない。

　もう我慢できそうにない。叫び出しそうなほどの愉悦に苛まれ、耳まで顔を赤く染め、与えられる行為を受け止める。

　心も体も満たされて、みずきは思わずぶるりと震えた。

　朦朧としている頭の中で、逞しい屹立と、その動きを追うことにいつしかみずきは夢中になっていた。
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「愛してるよ」

　今まで何度となく囁かれた愛の言葉。

　かすれた声に、彼の想いが詰まっている。

　愛おしそうな瞳に見つめられ、胸の奥に暖かいものが溜まっていく。

「私も……愛してます」

　喘ぎながら訴えれば、額に音を立ててキスをされた。

「君は僕の大切な花だ。永遠に僕のそばで咲き続けてくれ」

　偽りのない言葉に喜びがこみ上げる。

（花……華……どこかで聞いたような……）

　以前誰かがみずきに、悲しく愚かな呪いをかけた。

　あれはどんな呪いだっただろう。

　思い出そうとしたけれど、次から次へと押し寄せてくる快感に、それ以上何も考えられなくなり……みずきは忘我の淵へと堕ちていった。
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